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  本論文は、現在中国政府によって観光開発が進められている貴州省・石門坎における諸アクタ
ーの働きかけの分析を通して、すでに観光地として確立してしまった後では見えにくい資源化のプ
ロセスを示すことを目的とする。 
石門坎は、20 世紀初めにキリスト教の宣教師の訪問をきっかけに、大きな教育の成果を収めた
歴史で有名になった、ミャオ族が多く住む土地である。2017 年、貴州省政府の貧困撲滅政策の一
環として、石門坎は行政主導の観光開発の対象地になった。一方、省内では、キリスト教への警戒
などの理由で、政府にとって触れられたくない場所としても知られている。なぜそのような石門坎で
今になって、行政主導の観光開発が進められるようになったのか、本論文はこの問いに取り組む。
そのため、20 世紀の石門坎の歴史を踏まえた上で、知識人、活動家、キリスト教徒や政府職員な
どといった様々なアクターがどのように石門坎の価値を捉え、それがどう変化したのか、そしてこうし
たアクターはどのように互いに影響を与え合ったかをその時々に起きた出来事から分析する。 
文献調査及び 2 回のフィールドワークにおける人びとの断片的でありながら感情の入り混じった
語りによって、石門坎の歴史や文化が観光資源になったプロセスを以下のようにたどることができ
る。 
中華民国の時期において、石門坎はキリスト教の振興や学校教育の成果で有名になったことで、
当時の国民党政府の警戒を招き、統合政策の対象となった。中華人民共和国の建国初期、共産
党政府はミャオ族などの少数民族が多く住んでいる石門坎に対して、民族間の団結を目指す政策
を打ち出していたが、1950 年代後半からの一連の政治的運動によって、石門坎は反帝国主義の
標的になり、地元の小・中学校の卒業生のほとんどは批判闘争の対象とされた。 
改革開放以降、社会的動乱が鎮まってきた一方で、その後遺症から回復することは簡単ではな
かった。1970 年代末の石門坎は深刻な貧困に陥っただけでなく、キリスト教への信仰や教育レベ
ルは 20 世紀前半と雲泥の差と言えるほど低下していた。祖父母が西洋人やキリスト教との関わりで
非難されたため、自らの歴史を否定的に捉える地元住民は少なくなかった。 
1980 年代以降、石門坎にはじめて注目したのはその地の歴史に関心を持つ知識人である。そ
の後、石門坎の貧困問題の解決やミャオ族の文化伝承を支援する NGO、石門坎を巡礼すべき聖
地と考えるキリスト教徒、石門坎の歴史から社会への示唆を見出そうとする活動家などといった民
間の諸アクターが登場してきた。彼らの宣伝によって、石門坎がより多くの人びとに知られるように
なった。その影響を受け、ミャオ族をはじめとする地元住民は自分と関わる歴史の価値を再認識し、
自ら石門坎を語り、さらに本を出版するようになっている。 
2000年代半ばから、政府は次第に存在感が増している民間アクターの力を抑えたり、利用したり
しながら、行政側の主導性を強化するための対策を取ってきた。その 1つの動きは、宣教師の存在
を教育や地域振興の角度から再評価しながら、石門坎の歴史における宗教の色を薄めることであ
る。2016 年、省政府の高官が石門坎を視察してから、行政側による補助金の多さは石門坎にとっ
ては未曾有の規模であり、その地の観光地化も本格的に進められるようになった。進行中の観光
開発では、政府職員と観光コンサルタント会社の交渉の結果、石門坎のミャオ族の文化的要素が
  
観光設計案の中心となり、貧困撲滅政策の成果を展示する博物館も観光エリアに設けられること
になった。一方で、石門坎のキリスト教会や宣教師の墓はその設計案に入れられなかった。 
このように、民間アクターとのせめぎあいのなかで、政府は石門坎の歴史的・文化的価値を認め、
さらに貧困撲滅政策をきっかけに観光開発を本格的に進めるようになった。先行研究の多くは中
国での政府の圧倒的な力を指摘してきたが、実際には、石門坎では民間アクターが政府に影響を
与えたことも事実である。観光開発を政府にとっても受け入れやすくするために、宗教の要素を取
り除き、民族文化や政策成果をめぐる新たな意義を付与する動きがみられ、信徒、在野の知識人
や地元住民などは一見すると従属的な立場に置かれたように見えるが、40 年間にわたって断続的
に続いてきた民間アクターの働きかけは、石門坎の観光資源化プロセスの重要な土台になってい
たと考えられる。 
先行研究では歴史や文化の観光資源化を論じたものが多くあるが、そのほとんどはすでに観光
地として確立した場所をフィールドにし、開発の結果がある程度明らかになったあとの調査である。
それに対して、本論文は観光開発のいわば「現在進行形」の石門坎を対象に、資源化プロセスに
おいて、記録されない限り消え去る人びとの価値の捉え方や知の営みに目を向けることに意味が
あったと考える。 
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序章  観光地になる石門坎1 
 
本論文は、現在中国政府によって観光開発が進められている貴州省・石門坎における諸アクタ
ーの働きかけの分析を通して、すでに観光地として確立してしまった後では見えにくい資源化2の
プロセスを示すことを目的とする。 
 
1 20 世紀の石門坎のラフスケッチ 
 
本論文で取り上げる石門坎は、貴州省の石門郷に位置しており、20 世紀前半に欧米からやって
きたキリスト教宣教師による社会的変容で注目が集まった場所である。 
20 世紀初め、宣教師は石門坎を訪れ、漢族の教師や地元住民の協力を得て布教活動と学校
教育を行なった。当時の石門坎のミャオ族千人以上がキリスト教に入信し、積極的に教育を受けた。
宣教師らや地元住民が設立した小・中学校の卒業生から教師や地方行政官になった人が多くい
たことで、石門坎は｢西南中国における文化水準の最も高い地域｣として有名になった [王 
1983:249]。そのため、石門坎は当時の中国で実権を握っていた国民党の警戒を招き、国民として
統合する対象とされた。1940 年前後、自然災害や国内外の戦乱によって、石門坎周辺の山岳地
域で山賊が出没した。教会や学校は略奪され、外国人の宣教師は身を守るために帰国し始めた
[沈 2007]。 
中華人民共和国の建国直後、国家の安定と団結をめざす民族・宗教政策によって、石門坎へ
の支援が行なわれた。しかし、1950 年代後半以降、政治路線をめぐる対立から展開された階級闘
争によって中国全土が社会的な動乱に巻き込まれた。階級闘争にともなう反帝国主義の風潮にし
たがって、西洋と関わるものすべてが攻撃の的になった。石門坎では、宣教師らや地元住民が設
立した教会や小・中学校の校舎、宣教師の墓が相次いで壊され、卒業生やキリスト教徒も批判の
対象となり、投獄されたり、逃亡や自殺などに追い込まれたりすることが多くあった[马 2016]。 
改革開放後、中央政府は階級闘争を見直し、冤罪で汚名を着せられた人びとの名誉を回復し
始めた。社会的な動乱が鎮まってきた一方で、石門坎における生活や教育条件の改善は改革開
放後も最近になるまで見られなかった。 
 
2 観光開発の動きへの疑問 
 
2015 年、共産党貴州省委員会の書記が石門郷を視察した。その翌年、石門郷は貴州省の省政
府に極度な貧困地域と指定され、貧困撲滅政策3の対象になった。それを契機に、石門郷におい
て多くのインフラ整備や産業振興プログラムが本格的に行なわれ、観光開発も貧困撲滅政策の一
環として進められている。20 世紀前半のキリスト教と教育成果に関する歴史で有名になった石門坎
は今日の観光開発の対象地になっている[史ら 2016]。 
改革開放以降の中国においては、石門坎のように、地域振興策の 1 つとして、地域の歴史のな
                                                                    
1 石門坎(せきもんかん)、英語の文献では、石門坎は Shimenkan や the Stone Gateway と表記される。 
2 後で詳述する。 
3 2016 年 9 月、貴州省政府は、貧困発生率、貧困人口数、都心への距離などの指標をもとに、省内の 20 の郷・镇
を極度な貧困地域と指定した。個別の調査データが公表されなかったが、石門郷はそのなかでもっとも貧しい郷と
された。指定された貧困地域を中心に、その状況を合わせて貧困問題を解決するという「精準扶貧」（“精准扶贫”） 
政策は行なわれてきた。詳細は第 3 章で述べる。 
  贵州省人民政府｜｢贵州:省级干部“挂帅”决战极贫乡镇｣    
  http://www.gzgov.gov.cn/xwdt/mtkgz/201709/t20170927_1031996.html  2017 年 12 月 16 日閲覧 
  2 
かで有名になった遺跡を観光のために活用し、経済的な利益をもたらそうとする開発計画は少なく
ない4。しかし、政府が石門坎を観光開発の対象にすることには疑問を感じる。なぜなら、石門坎で
は、キリスト教の影響力の拡大や 1960〜70 年代の政治運動でキリスト教徒や知識人を弾圧したこ
とに対する政府への非難を防ぐため、改革開放後も、政府は民間人の調査・取材や、キリスト教に
関する活動をしばしば制限していたからである5。そのような政治的なセンシティビティを抱える石門
坎ではなぜ今になって、行政主導の観光開発が進められるようになったのか。本論文は、この問い
に取り組む。 
 
3 ｢脱宗教化｣仮説 
 
中国において、ある地域の歴史や文化が観光資源として捉えられるようになったのは、政府が観
光業を国民経済発展計画に正式に組み入れた 1980 年代だと考えられる[馬 2003]。それから、各
地域の独特な歴史や文化は経済成長に結びつく重要な資源として動員されてきた。そうした中国
の観光資源化については主に 2 つの点から議論がなされてきた6。 
第 1 に、観光資源化が行政主導で行なわれている点である。孫[2016:347−348]は、歴史や文化
の観光資源化には政府、地元住民、観光客、知識人、観光業者など多様なアクターが関わり、そ
れらの間の協力、せめぎ合い、あるいは妥協によって、資源化の流れが作り出されていると指摘し
ている。しかし、実際には政府というアクターの影響力は圧倒的であり[瀬川 2003]、観光資源化プ
ロセスにおいて主導的な役割は政府が担い、地元住民は従属的な立場に置かれる傾向が見られ
ると指摘されている[陶 2010、曽 2001]。 
第 2 に、観光資源化の影響についてである。中国各地で観光開発が進められるにしたがって、
地域における歴史の再解釈や伝統的な文化の変容が見られる [周 2004、雨森 2008]。その原因
について色々な指摘があるが、経済利益を得やすくするために、住民が市場や観光客の好みに
合わせる形で地元の伝統文化を解釈・創成・演出することは、文化の変容を促していると指摘され
る[馬 2003、雨森 2008]。それとともに、その地の人びとの自文化・歴史への認識やアイデンティテ
ィの変化も見られる[塚田 2016]。また、中国の場合はとりわけ政治的な要素が取り上げられている。
行政主導の観光開発において、政府の価値判断によって何が重要な文化であるかが取捨選択さ
れる[瀬川 1999、塚田 2016]。特にある文化に政府が危惧する宗教的な要素が存在する場合は、
文化の｢脱宗教化｣と再解釈が要求される傾向が見られる[片岡 2016]7。政府による影響だけでな
く、地元住民が自ら伝統文化や歴史を再編する場合もある。 
                                                                    
4 次節で述べる 
5 外来宗教であるキリスト教が中国政府に警戒されることが多くある。警戒の理由として、政権政党の共産党は無
神論の政党であることや、中国国内の政治状況や国家の安定への影響などが取り挙げられる［谢 2010、黄 2013、
片岡 2016］。また、本論文における政府という表現は、具体的な行政区レベルが明らかにできない場合に使う。そ
れ以外は、中央・省・県・郷政府と明記する。 
6 中国における歴史や文化の要素の資源化を取り扱う研究は日本でも多くある。最近の大掛かりな研究プロジェク
トとして国立民族博物館を中心とする研究グループによる｢資源化される『歴史』――中国南部諸民族の分析から｣
(研究期間:2014.10-2018.3)という研究プロジェクトが取り上げられる。この研究プロジェクトにおいて、(1)記録・記憶、
(2)神話・伝承、(3)史跡・景観、(4)アイデンティティの問題という 4 つの視角からを論じてきた。そのプロジェクトの成
果はより新しいため、現在の中国の歴史や文化の資源化を理解するに適切だと考えられる。本項は、それらの研究
を中心に紹介する。 
  国立民俗学博物館｜｢資源化される『歴史』――中国南部諸民族の分析から｣  
  http://www.minpaku.ac.jp/research/activity/project/iurp/14jr170 2017 年 12 月 16 日閲覧 
7 中国政府による宗教の取り扱い方について、片岡[2016:238、264]は、中国ラフ族の｢葫蘆文化｣の創出の事例を
取り上げ、地方政府で推進される観光資源化を応えるために文化における宗教的要素を取り抜く、いわば｢脱宗教
化｣が求められることを指摘した。 
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中国の歴史や文化の観光資源化に関する先行研究からは、先に筆者が挙げた問いに対して以
下のような仮説を導くことができる。すなわち、経済発展のため政府がキリスト教という 20 世紀初め
の石門坎の歴史にある宗教的要素を｢脱宗教化｣することで、政治的にセンシティブな石門坎を行
政主導で観光資源化するようになったというものである。その過程で、地元住民を初めとする他の
アクターは、観光資源化に対して従属的な立場に置かれ、石門坎の歴史的・文化的な価値が再解
釈されてきたのではないか。本論文ではこの仮説の検証を念頭に置きながら進めていく。 
 
4 アクターと動的変化への着目 
 
本論文では観光資源や資源化という言葉を使ってきたが、本節ではここまで脇に置いてきた資
源の概念を定義した上で、問いに取り組むための研究方法を提示する。 
資源(resource)は生産活動のための原料や物資になりうる天然資源の意味で使われる場合が多
い。土地、水、動物などといった資源の種類が多くあるが、そもそも資源であるかどうかは、人間に
とって有用かどうかによって決定される[石光 1969]。内堀[2007:2]は、｢人間の生活にとって資源と
は何か、何が資源であり何が資源でないか、ものを資源と見なすことは人間活動にとってどのような
意義をもつか、社会の中で資源の利用主体となるのはいかなる存在か｣と、資源と人間の関係を問
いかけた。佐藤仁[2011:17]は、資源の有用性を発揮する前提は人間の働きかけであり、働きかけ
の可能性は複数であることで、資源を人びとが｢働きかける対象となる可能性の束｣として捉えてい
る。こうした資源に関する議論を観光資源に適用したのが森重である。森重[2012:114]は同じく資
源化における｢働きかけ｣を重んじ、観光資源の概念や内容に関する先行研究を整理した上で、観
光資源を｢観光に利用するために、人びとの働きかけの対象になり得る地域の要素｣と定義した。
本論文は森重［2012］による観光資源の定義を用いる。 
石門坎における観光資源化の対象は主にその地の歴史的・文化的要素と考えられるが、文化を
資源として扱うのは比較的新しい発想である。2000 年に文化資源学を冠にした初めての専攻を立
ち上げた東京大学は、文化資源(cultural resources)を｢ある時代の社会と文化を知るための手がか
りとなる貴重な資料の総体｣と定義し、文化資源の研究は、｢多様な観点から文化をとらえ直し、新
たな価値を発見・再評価し、それらを活かしたよりよい社会の実現をめざす方法を研究・開発｣する
ことを目的としている8。 
政府がなぜ政治的にセンシティブな歴史的・文化的要素を持つ地域で観光開発を行なうかを明
らかにするためには、どのような研究方法を取るのが適当だろうか。本論文では文化資源学や資
源論の先行研究から以下の 2 つのアプローチを取り入れる。 
1 つ目は、具体的に論じることである。｢文化｣も｢資源｣も指し示す範囲が広い。佐藤健二
[2007:30]が述べているように、｢人間が自然に働きかけた成果として、あらゆるものが『文化』ととら
えることができ、生産活動や産業のもととなる物や力という意味で、すべてが『資源』でありうる｣ため、
                                                                    
8 東京大学｜｢東京大学大学院人文社会系研究科 文化資源学専攻室｣ 
  http://www.l.u-tokyo.ac.jp/CR/ 2017 年 12 月 16 日閲覧 
  中国における文化資源の議論は異なる文脈で行なわれている。第 1 に学術的な流れの相違である。日本では
文化資源学研究専攻は 2000 年に東京大学人文社会系研究科・文学部のもとに創立されはじめてから、文化の資
源化に関する研究は、未だ博物館・美術館などに所蔵されていない器具や知られていない芸能など、有形無形の
物事に秘められている文化的な価値の再発見に成果を挙げつつあった[木下 2004:12]。それに対して、中国にお
ける文化資源の議論は、経営学における文化産業学のもとでされている。第2 に、本文に書いた日本における文化
資源学の目的とは異なり、中国では国益にしたがって議論され、学問的な意義は、中国のソフトパワーの強化と経
済発展、国民の民族精神の向上などが挙げられている[姚 2015:2−4]。本論文では、日本における議論をもとに文
化資源学を捉える。 
  4 
｢文化資源｣を定義しただけでは、新しい考え方や物事の論じ方につながらない恐れがある。した
がって、文化と資源を抽象的な概念のまま論じてもあまり意味がなく、それぞれの言葉が具体的に
使われる文脈の中で議論する必要がある。すなわち、｢ある特定の行為者はある特定の行為によっ
てある特定のものを『資源』として活用する、その行為の具体性、およびその行為が紡がれる場の
具体性を可視化するもの｣として、文化の資源化を検討することである[森山 2007:65]。その際、資
源化の行為者は必ずしもその資源の法的な所有者とは限らないため、資源化の目的とアクターの
関係性に注目し、｢①誰が、②誰の『文化』を、③誰の『文化』として(あるいは誰の『文化』へと)、④
誰をめがけて『資源化』するのか｣を問いかける必要性がある[森山 2007:85]。本論文では多様な
アクターによる異なる資源化の働きかけに着目する。 
2 つ目は、動的な考察である。資源研究の体系化を試みた経済学者のエリック・ジンマーマン
[1985]が指摘したように、資源は、客観的に存在するものではなく、事物への人間の働きかけによ
って資源になるのである。しかし、人間の働きかけは、あるものの固有な性能や形態を変化させる
行為だけではなく、同じものに対する捉え方
．．．
の変化も含む。それは、あるもの自体が変わらなくても、
人間がそれをどう捉えるようになったのかによって、無用に見えていたものが有用な資源になりうる
からである[木下 2002:4−5]。観光の文脈で捉えると、かつてはあまり注目されなかったある集団の
日常的な生活様式が独特な文化として見直され、さらに経済的価値のあるものとして開発の対象
になることがその一例である。以上のことから、本論文では、石門坎の現在進行中の行政主導の観
光開発だけでなく、中国の改革開放後から現在に至るまでの 40 年近くを具体的なアクターの働き
かけとその変化から分析する9。 
 
5 石門坎研究における本論文の位置づけ 
 
ところで、本論文で取り上げる石門坎については、多くの研究者や在野の知識人がこの地の波
瀾万丈の過去に惹かれたため、すでに一定程度の地域研究がある。馬[2016]は、中華民国や中
華人民共和国建国以来の報告・調査や 1980 年代以後に行政主導で編纂された地方誌などの一
次資料を用いて、清朝末期から 2000 年代までの石門坎における社会変容を整理した10。そのほか、
石門坎は 20 世紀初めにキリスト教宣教師が切り開いた過去で有名になった地域であるため、当時
におけるキリスト教の受容、文化変容や教育制度などに目を向けた文献が多くある11。 
CNKI で学術誌を検索すると、石門坎に関する研究が 1980 年代からはじまったことがわかった12。
最初は、宣教師の行動を植民地主義者による文化侵略として分析していたが[韦 1981]、その後、
宣教師を肯定的に評価する研究が増えている[朱 2015]。2000 年以降、キリスト教の伝来による石
門坎の社会変容について、｢石門坎文化｣や｢石門坎現象｣という言葉が創られ、頻繁に議論される
ようになった13。20 世紀の石門坎をめぐる研究では、キリスト教の伝来・受容の分析と評価[杨 1979、
曽 1989]、少数民族教育[张 2008、苑 2015、何 2016]、ミャオ族の民族リーダーのライフヒストリー
                                                                    
9  その点について、第 2 章で詳述する。 
10 馬玉華は雲南大学の歴史学の教授である。2017 年 2 月に筆者がフィールドワークを行なった時点では、貴州省
や雲南省の檔案局(資料館)の資料が閲覧できなくなっていた。そのため、本論文では当時の政府による調査や報
告について、馬［2016］を多く参照する。  
11 例えば、「杨 1979、谭 1983、张 1992、东 2002a」。 
12 CNKI(中国の学術論文のデータベース)で｢石門坎｣をテーマにする論文は 286 本あるが、同じ地名で行なわれ
たほかの研究(例えば、南京の石門坎という地域におけるダム建設)が含まれる。筆者が数えた結果、本論文で取り
上げられる貴州省威寧県の石門坎をめぐる研究は 101 本である(最終検索日 2017 年 10 月 15 日)。 
13 例えば、［林 2004、沈 2007］。｢石門坎文化｣という言葉が多く使われているが、具体的な定義がない。｢石門坎
現象｣の詳細は第 2 章で述べる。  
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を通した民族アイデンティティが論じられている[张 2004]。そのほか、石門坎の地域発展における
ミャオ族の役割についての分析や[周ら 2011]、社会学の視点から貧困問題の解決をめぐる議論も
行なわれている[沈 2007]。 
石門坎の過去の出来事を中心に論じた文献が多くあるのに対して、石門坎の現状については、
2016年以降、行政主導の貧困撲滅政策の実施にしたがって、その政策の成果や政府高官の視察
の様子を報じる新聞報道が急増してきた[韩 2016、许 2016、赵ら 2016]。中には、20 世紀の教育
成果で有名な石門坎で、遺跡の保護と文化体験を中心とする観光開発を進める政策的な提案も
見られる[史ら 2016]。しかし、本論文が取り組む石門坎の観光資源化に関する研究はほとんどな
い14。 
 
6 「現在進行形」の観光資源化 
 
以上述べてきたように、本論文では、キリスト教の布教及びその評価をめぐる歴史を抱えている
がゆえに政治的にセンシティブな石門坎が、なぜ、どのようにして行政主導の観光開発の対象に
なったのかを、改革開放後の 40 年間を動的に捉えて、石門坎に関係したアクターに着目しながら
明らかにしていく。前節で述べたように、これまでの石門坎の地域研究にはない新たな切り口だと
いう点で研究意義があると考えられるが、ここでは本論文のもう 1 つの意義を挙げておく。 
先行研究では歴史や文化の観光資源化を論じたものが多くあるが、そのほとんどはすでに観光
地として確立した場所をフィールドにして、文字資料と聞き取り調査を手がかりに、観光資源化プロ
セスをひもとくものである。しかし、ある土地の歴史や文化の資源化プロセスを研究する際、すでに
観光地になった場所を研究対象とすると、研究者だけでなく、インタビュー協力者である地元の人
びとも観光開発によって実際にもたらされた、もしくはもたらされている好ましい結果や悪影響を前
提に過去を振り返りやすいのではないかと筆者は考える。 
観光資源化の結果がある程度明らかになったあとの調査では、資源化の途中に存在していた
様々な考え方や、迷いが入り混じっていたかもしれない意思決定の過程を聞き取ることは難しい。
その点、後述するように石門坎は未だに観光地として確立したとはいえず、いわば観光資源化が
「現在進行形」の状態である。すでに観光開発されてしまった場所ではなく、石門坎のように未だ
観光地として成り立っていない地域を取り上げることで、プロセスにおける人びとの議論や考えを観
光開発の結果に左右されていないうちに記録し、歴史や文化がなぜ、どのようにして観光資源とし
て捉えられるようになったかを考えることができる。この点が、本論文のもう 1 つの意義である。 
 
7 論文の構成 
 
本論文は、石門坎の歴史や文化が観光資源となるまでの過程でどのようなアクターが資源化に
向けた働きかけをしたのかを文献やフィールドワークから特定し、それぞれの働きかけの内容と、そ
れがどのようにして観光資源化につながったかを文字資料とインタビューなどを通して分析する。こ
うした資源化のプロセスを示すために、本論文の構成は次のようになる。 
第1章では、石門坎の地理や人口およびフィールドワークの概要を説明する。第2章では、文献
やインタビューをもとに、キリスト教との関わりや教育成果で有名になった石門坎の歴史的背景を
20 世紀の初めから整理する。第 3 章では、フィールドワークの結果にもとづいて、社会的動乱が鎮
                                                                    
14 CNKI 学術誌で｢石門坎 観光(“石门坎 观光”)｣で検索すると 0 件、｢石門坎 旅行(“石门坎 旅游”)｣で検索す
ると合計 1 件がヒットする[田 2010](最終検索日:2017 年 10 月 13 日)。田［2010］は、石門坎の観光開発への政策
提言をしたが、全文は 2 ページにすぎなく、具体的な論述がほとんどない。 
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まってきた改革開放以降の石門坎において、政府以外にもどのようなアクターが何をきっかけに訪
れ、どのようなことをやってきたか、そしてそれぞれの動きは石門坎の観光資源化にどのような影響
をもたらしたかを明らかにする。また、進行中の観光開発をめぐってどのような議論が行なわれ、
様々な捉え方は行政主導の観光開発の中でどのように取捨選択された、もしくはされようとしてい
るのかを述べる。最終章では、なぜ今になって石門坎の観光開発が政府によって進められるように
なったのかという本論文の問いへの結論を導き、観光資源化が「現在進行形」の石門坎から見えて
くる資源化のプロセスおよびそれに対する考察を述べる。 
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第１章  調査地の石門坎と調査の概要 
 
1 環境と人口 
 
中国西南部の貴州省には多くの民族が住んでおり、国内の貧困人口の最も多い省である15。石
門坎がある石門郷は、貴州省畢節市威寧県16の西北部に位置する。雲南省と隣接し、省都である
貴陽市から 487km ほど離れている(図 1 参照)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1．中国・貴州省地図(出典:Google Map より筆者作成) 
 
現在の石門郷において、イ、回、ミャオ等の少数民族が居住しており、その人口は全郷の総人
口の約 28％を占める[石门乡党政综合办公室 2016]。郷内は鉱物資源の埋蔵量が豊富である一
方、土壌の質が悪くて農業に不向きである。トウモロコシやジャガイモなどの古くから栽培されてき
た農産物以外は育ちにくい。このような厳しい自然環境にある石門坎の貧困状態は改革開放以降
長く続いてきた17。 
行政上の石門郷の範囲は、政府による度重なる行政区分の見直しによって変更があったが18、
                                                                    
15 2015 年のデータによると、貴州省の貧困人口(年間の純収入は 2300 元以下の人口)は 493 万人に達し、全国の
貧困人口の約 8.77%を占める。なかでも、威寧県が属する畢節市は貴州省の貧困人口の 23.4%を占め、省内最大
の貧困人口を持つ市級行政単位である。 
 贵州省统计局｜｢贵州省贫困现状分析｣ 
 http://www.gz.stats.gov.cn/tjsj_35719/tjfx_35729/201610/t20161024_1168278.html 2017 年 12 月 16 日閲覧 
16 正式名称は｢威寧イ(“彝”)族回族ミャオ(“苗”)族自治県｣である。本論文では威寧県と略称する。自治県とは、中
国の少数民族地域の自治行政体制の 1 つである。全国に 117 の自治県があり、そのうち、貴州省に 11 県がある。 
17 地元住民の話によると、冬においては、1、2 ヶ月間連続して曇ることが多い。石门乡党政综合办公室[2016]によ
ると、石門郷の海抜は 1218m から 2762m で、村によって異なる。年平均気温は 11.4℃で、温度差が激しく、霧が発
生することが多い。そのような石門郷では、一人当たりの平均年収(2015 年)は 6734 元(約 11 万円)であった。貴州
省では一人当たりの平均年収 2 万 9847 元で、全国では 4 万 9992 元である。 
  中国人民共和国国家统计局｜中国统计年鉴 2016 
  http://www.stats.gov.cn/tjsj/ndsj/2016/indexch.htm 2017 年 12 月 16 日閲覧 
18 石門郷は、1953 年 3 月に設置され、1958 年 8 月から｢管理区｣になった。1962 年 1 月に隣接する雲炉郷、野衣
郷の一部と合併し(1963 年雲炉郷がそこから分出した)、｢公社｣と呼ばれた。1984 年 6 月に再び｢石門郷｣と称される。
当時、石門郷の面積は 66.54km２であり、7 つの村と 37 の組が含まれた[威宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会 
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現在では表 1 に挙げた 14 村からなる。そのうち、石門郷の郷政府と石門坎の所在地の｢栄和村｣
は人口密度が最も高い。いくつものミャオ族の集落があるため、栄和村の少数民族の割合は 48％
を超える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     ＊｢―｣は、未掲載情報  
 
2 調査の妥当性 
 
本論文は歴史や文化の資源化プロセスにおける諸アクターの働きかけ、特に進行中の観光開
発に焦点をおく。そのため、新聞報道では観光開発が計画されていると書かれているが、実際に
進める予定がなかったら調査地として妥当とは言えない。 
石門坎の遺跡やミャオ族の文化については、1 世紀前の教会や学校の遺跡の荒廃した現状や、
ミャオ族の民族衣装と宣教師らによって作られたミャオ族文字の伝承問題が新聞や紀行文に言及
されるが[余 2009、罗 2014]、序章で述べたように、観光開発の動向について具体的に論じた研
究はない。他方で、筆者が 2016 年 8 月に実施した最初のフィールドワークでは、郷政府の職員や
地元住民の話から、石門坎を中心地とする観光開発は初期段階のインフラ整備が終わり次第、郷
政府によって推進されることが予想できた。そのため、筆者は 2 回目のフィールドワークを実施する
ことを決めた。 
また、貴州省は筆者の故郷でもある。故郷で調査を行なうことは、ほかの地域より支障は少ない。
その理由は、まず、聞き取り調査で必要となる地域の方言での会話力である。また、石門坎のテー
マは現在でも政治的にセンシティブであるため、政府の協力は必要である。幸い個人的なつながり
                                                                                                                                                                                                      
1994:43]。 
 面積(km²) 世帯数 総人口 少数民族(％) 人口密度 貧困人口 貧困層(％) 
石門郷 140.59 4764 20613 27.8 146.62 5364 26.02 
栄和村 7.16 674 2272 48.59 317.32 594 26.14 
女姑村 13.65 916 3219 15.91 235.82 827 25.69 
新合村 4.69 202 832 ― 177.40 134 16.11 
河壩村 3.85 198 640 ― 166.23 123 19.22 
高潮村 10.38 432 1658 17.85 159.73 422 25.45 
泉発村 9.4 391 1381 23.82 146.91 366 26.50 
民主村 6.1 246 896 ― 146.89 240 26.79 
新竜村 11.54 425 1633 31.84 141.51 550 33.68 
新民村 12.4 372 1619 ― 130.56 407 25.14 
営坪村 8.94 312 1128 38.12 126.17 300 26.60 
鍋廠村 4.74 167 590 0.17 124.47 322 54.58 
年豊村 19.29 476 2399 27.01 124.36 512 21.34 
団結村 14.1 417 1526 14.15 108.23 383 25.10 
草原村 14.32 220 820 51.95 57.26 250 30.49 
表 1．石門郷における 14 村落の面積と人口(人口密度順) 
 (出典: 石門郷党政総合弁公室[2016]より筆者作成) 
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を通して地元政府のインフォーマントと接触しやすいため、よりスムーズに石門坎にアクセスできる
のではと考えた。 
 
3 フィールドワークの概要 
 
筆者は、①2016 年 8 月 8 日から 8 月 24 日までと、②2017 年 2 月 12 日から 3 月 9 日までの 2
回にわたってフィールドワークを実施し、民間および政府のインタビュー協力者計 28 名に聞き取り
調査を行なった19。 
調査の中心地は石門坎である。石門坎の地理的な外縁は曖昧であり、文献における定義も
様々である。狭義の石門坎は、20 世紀初めに宣教師らによって作られた校舎や教会などがある栄
和村の一部を指す。それに対して、広義の石門坎は西南三省(雲南省・四川省・貴州省)で展開し
てきた教会学校の所在地を網羅する[沈 2012:110]。本論文では、狭義の石門坎を調査範囲とし、
石門坎を｢石門郷栄和村の『光華小学校遺跡群』とその周辺の自然集落｣と便宜上設定しておく。
それは現在の栄和村の栄和組20と石門組を中心とするエリアである(図 2 参照)。 
また、インタビュー協力者の居住地は石門坎に限らないため、貴州省のほかの地域(貴陽市内、
威寧県石門郷年豊村、赫章県輔処郷葛布村)や雲南省(昆明市、安寧市)も訪れた。インタビュー
は中国語または地方の方言で行なった。 
 
 
 
図 2．石門郷行政地図・栄和村(出典:石門郷政府の資料より筆者作成) 
                                                                    
19 インタビュー協力者については巻末の付録を参照。 
20 ｢組｣とは、｢村｣における｢村民自治組｣を意味する。栄和村の場合 5 つの組に分けられる。本論文に主に取り上
げられた栄和組と石門組のほかには、新民組、新営組、中寨組がある(図 2 参照)。 
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第 2 章  20 世紀初めから改革開放までの石門坎 
 
本章は、石門坎の歴史を 20 世紀初めから辿る。 
ドイツの国家史の再構成を扱ったアライダ・アスマン[2011:279]は、｢生きた現在と完結した過去
との間には、なにも通さない確固たる境界線があるのではなく、しなやかで不安定な一本の影のよ
うな線が存在するにすぎない｣と、過去の出来事は現在を生きている人びとの働きかける対象にな
る、いわば資源化の可能性について述べた。 
言うまでもなく、そのような働きかけはある地域のすべての出来事を対象とするわけではない。歴
史や文化の｢一部の構成要素を取り出して、意味付与をともなう提示や表象、あるいは政治的主張
や商業的販売促進(観光プロモーション)などを行う｣ことが一般的である[清水 2007:127]。歴史や
文化の資源化の考察は、ある地域の過去に対する現在の解釈や意義付けを並べるだけでなく、そ
もそもその地域において何が起きていたか、そのなかの何が価値のあるものとして見られたかという
取捨選択の過程に着目すべきである。そのためには観光の文脈においては、観光資源として選ば
れた歴史的・文化的要素だけでなく、対象とされなかった出来事にも目を向ける必要がある。 
石門坎という地域については、清朝以前の石門坎に居住するミャオ族やイ族の社会・生活状況
に関する記録があるが[韩 2013]、研究として多いのは 20 世紀初めに、欧米の宣教師が石門坎に
進出し始めてからである。20 世紀初めから改革開放までの間、石門坎は清朝、中華民国、そして
現在の中華人民共和国といった政治体制の変革を経験し、社会が戦争や災害によって非常に動
乱していた時代と言える。それに対して、1970 年代末の改革開放期は、文化大革命21(以下、文革
と呼ぶ)をはじめとする中国の経済・文化・社会全体に大きな影響を与えた社会的動乱に終止符が
打たれ、中央政府は経済成長を目指し、中国社会を対外的に開放させる諸施策を行なうようにな
る転換期である。中国の社会は改革開放以降大きく変化してきたため、1980 年代から現在に至る
期間を｢現代中国｣と呼ぶ場合もある[王 2012:16]。 
以上のことから、本論文は改革開放を転換点として捉え、石門坎を改革開放の前と後にわけて
考察する。本章では 20 世紀初めから改革開放までの石門坎の歴史を文献やインタビューをもとに
描き出し、次章では、改革開放以降の石門坎の出来事をアクターごとの動きから整理する。 
 
1 20 世紀前半の「石門坎現象」 
 
1.1 ミャオ族と英国籍の宣教師 
ミャオ族は主に中国の雲南省や貴州省の山岳地域で暮らしている。ミャオ族と呼ばれる人びとは
生活状況、風習、言語によって多数の支系に分けられており、石門坎のミャオ族は｢大花ミャオ
(A-Hmao)｣22と呼ばれる支系に属している[杨 2015:29]。 
石門坎が位置する烏蒙山脈は雲貴高原の主要な山岳地帯の 1 つであり、多くの民族が居住し
ている。20 世紀初めの烏蒙山区においては、漢、イ、ミャオといった様々な民族の間の格差によっ
て、権益の不平等や残酷な搾取が日常的に起きていた[杨 2015:170−175]。石門坎において、ミ
ャオ族はイ族の土目23の支配の下で生活しており、絶えず土目による労働力の搾取や肉体的な虐
                                                                    
21 プロレタリア文化大革命のこと。中華人民共和国内において、1966 年に始まり、1977 年に終結宣言がなされた
大規模な思想・政治闘争である[厳ら 2002]。 
22 大花ミャオは宋代以前から雲南や貴州に定住したが、｢大花ミャオ｣と呼ばれた歴史はこの 100 年ほどにすぎな
い。その名前の由来について、①漢族からみると、大花ミャオの衣服が古風で優雅であること②大花ミャオはミャオ
族の多くの支派のリーダーだったこと③大花ミャオは中国の東から西へ移動していた時に大きな柄模様の衣装を得
たこと、という 3 つの説がある[杨 1983:130]。 
23 イ族は、政治的・経済的優位性を保っており、｢大地の目｣のように強い統治力があるため、｢土目｣と呼ばれる[韩 
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待に苦しめられていた。裁判権が土目に握られていたため、例えミャオ族が訴訟を起こしても、自
分の権利を取り戻すことは難しい。そして、土目に反抗するミャオ族はその領地から追い出され、
流浪を強いられることになる。そのようなミャオ族は土目に引き取ってもらわなければ生活すること
ができない。ミャオ族と土目の不平等な関係による懇願の場面は、以下のように書かれている。 
 
｢(ミャオ族は)土目と出会うと、必ず手を地につけて跪き、『旦那様！俺は旦那様の奴隷で
す！太っているならば旦那様の羊、痩せているならば旦那様の犬です！旦那様、ぜひ助け
てくださいますよう』と自虐自蔑して土目を喜ばせてから、引き取ってもらえるのである｣[韩 
2013:97]。(筆者訳、括弧内は筆者注)  
 
当時の中国、すなわち清朝末期は欧米列強に侵略され、領土と主権が奪われつつあった。清
朝政府がアヘン戦争(1840〜1842)に敗れた後は、宣教師の布教を禁止できず、多くの宣教師が
中国大陸にきた。天津条約(1858)と北京条約(1860)の締結によって、キリスト教の信仰と布教の自
由が保証されてから、宣教師がさらに中国の奥地へも積極的に入ってきた[曽 1988:39]。 
貴州省を初めとする西南中国では、James Hudson Taylor(“戴德生”、 1832〜1905)を創立者と
する内地会(China Inland Mission)24と John Wesley(“卫斯理”、 1703～1791)と彼の弟を中心とする
循道公会(United Methodist Mission)25という 2 つの教派の伝来が早く、信徒の数が多かった[张 
1991:21]。後述するように、教義や理念の違いによって、ほぼ同時期に貴州や雲南に進出した内
地会と循道公会は、かなり異なった発展の軌跡を示している(表 2 参照)。 
 
 
1.2 大規模な入信 
石門坎を切り開いたイギリス人宣教師の Samuel Pollard(“柏格理”、1864〜1915)26は循道公会に
                                                                                                                                                                                                      
2013:96]。元朝と明朝において、イ族の土司制度が黔滇地域、すなわち現在の貴州省と雲南省を中心とする地域
で行なわれた。清朝の雍正期では｢改土帰流｣政策が実施され、イ族の土司制度を廃止しようとしたが、中央行政の
力が辺鄙な黔滇地区にまで及ぶことは思うに任せず、一部のイ族の統治地位が中華民国の時代まで存在していた
[马 2008a:36]。 
24 内地会は元々中国での布教組織として創立され、宗派として見られるようになったのはその後のことであった。
組織内の宣教師がイギリス、アメリカ、オーストラリア等の様々な国から集まり、自国ではそれぞれの教派や機関に
属してきたため[曽 1988:40]、内地会には統一された教義や規則がなかった。循道公会に比べ、内地会のほうが
社会との関わりを拒否し、聖霊を体感することが重要視される[《基督教葛布教会百年史》编写组 2004]。 
25 循道公会、すなわちメソジストはプロテスタントの六大教派の 1 つである。18 世紀、イギリスの産業革命において
激増した労働者が宗教心を失いつつあったのに対して、当時の Wesley 兄弟が各々の教徒のしつけの向上、厳密
な組織と斬新な布教方式によって、イギリスの｢信仰の危機｣が救われると考えた[于可 1993]。循道公会の宣教活
動は、イギリスの下層社会を対象とし、素朴な生活、積極的に社会活動に参加する態度や自律的な精神が強調さ
れた。 
26 イギリス南部のパドストウ（Padstow）のある貧困な労働者の家庭の出身である[东 2002a:20]。 
 内地会 循道公会 
創立 1865 年のイギリス 18 世紀のイギリス 
貴州の進出 1888 年、James Adam 1904 年、Samuel Pollard 
救済観 聖霊を期待する 生活を創造する 
世界観 神が世界の創造主、管理者 進化論に反対しない 
社会観 抵抗的な社会参与 積極的な社会参与 
宗教生活 精神的体験を重要視する 行為に導く結果を重要視する 
表 2. 内地会と循道公会の比較(出典：[张 1991]をもとに筆者作成) 
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属し、当時イギリスから中国へ布教の流れに従ってきた 1 人である。 
1887 年に中国にやってきた Pollard は、中国にきた当初は雲南の昭通27で活躍しており、中国の
主要民族の漢族を対象とする布教活動を行なうつもりであった28。しかし、Pollard は西洋の医者と
して一部の漢族に受入れられたが、キリスト教を宣伝し始めると反発を招いた。結局、雲南で 15 年
間も布教しつづけたが、30 名程度の信徒しか集まらなかった[古ら 2010:15−18]。 
Pollard の布教活動の転機は、1904 年に石門坎からきたミャオ族との出会いである29。Pollard が
彼らの要望に応えて、布教の中心を昭通から石門坎に移した。ただし、石門坎で布教が成功でき
るかについては、自信がなかったという。 
 
｢私はここ(石門坎)に行ったことあるが、そのような厳しい環境の中で、山岳の中で、キリスト
教の信仰が定着できると想像したことはなかった｣[Pollard 1919:84−85]。(筆者訳、括弧内は
筆者注) 
 
しかし、石門坎に行った後、Pollard を驚かせるほどのミャオ族が集まってきた。 
 
｢大勢の人が礼拝に来て、数百人がここで 2、3 晩泊まってくれた。地面で焚いているかがり
火は環境の厳しさを和らげ、身なりの整っていないそれらの人びとを苦しみから救った｣ 
[Pollard 1919:85−86]。(筆者訳) 
   
  石門坎の年配者の話によると、彼らの親が Pollard を初めて自分たちを人として扱ってくれた相
手として、感銘を受けていたという30。その時期のミャオ族は、篤い宗教心というよりは、むしろ外国
人宣教師の庇護によってイ族の支配から脱出するため、信徒になったのである[曽 1988:47]。 
                                                                    
27 現在の雲南省昭通市。石門郷から約 40km 離れている。 
28 1887 年１月 Pollard と Frank J・Dymond (“邵慕廉”、年齢不詳)が、イギリスから中国の上海に到着した後、安徽の
安慶にある内地会による宣教師のための中国語学校で中国語を勉強し始めた。半年後、Pollard と Dymond は重慶
へ移動した。1888 年に昭通へ移動し、主に漢族の｢士農工商｣を対象に布教し始めた［东 2006、古 2010］。 
29 なぜ石門坎のミャオ族が昭通に行ったのか。元々石門坎のミャオ族は、石門坎と隣接する葛布地域の内地会の
イギリス人宣教師 James Adam (“党居仁”、1863〜1915)を訪問し庇護を求めた。それは、Adam が外国人宣教師の
特権を用いてイ族に賠償させ、当地のミャオ族の権益を守ったことで、｢ミャオ王｣(Klang—Meng)、すなわちミャオ族
が伝統的に信仰する救世主と呼ばれ、伝説のように有名になったからだ。しかし、Adam は自分の布教の地域が遠
くて、石門坎のミャオ族の往来は不便だと考えて、彼らに地理的に近い Pollard を推薦したのである［曽 1988］。 
  Adam は、後述する 1904 年に貴州の赫章で葛布教会を創立した人物でもある。1895 年、内地会の総会が西南
中国を対象として｢開拓｣する方針を打ち出した後、その担い手の 1 人であった Adam は貴州に進出した。貴州の中
では、Adam が代表する内地会の影響力は Pollard が属する循道公会より大きかった。 
30 張芸祥へのインタビューより、2017 年 2 月 20 日、張芸祥の自宅にて 
図 3. 1906 年の Pollard(後・右 1)と石門坎のミャオ族 (出典：楊志武の資料より) 
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1.3 宗教・教育の振興 
信徒の急増に応じて、教会の建設が計画された。1905 年に、Pollard と地元住民は石門坎教会
を設立した。布教だけでなく、医療や教育等の発展も重視された。宣教師のもとで、中国最初のハ
ンセン病患者のための病院や郵便局などが石門坎に建設された[沈 2006]。また、｢教会があれば
学校がある｣という方針で、宣教師、昭通からの漢族教師と地元のミャオ族の協力によって｢石門坎
光華小学校｣31が設立された。学校では国語や算数だけでなく、西洋の科学知識なども教えられて
いる。そこで、多くのミャオ族は基本的な識字と計算力を身に付けた。ミャオ族は商売をしたり、さら
に教会や学校に勤めたりすることで、自らの生活状況を改善できるようになった。その時期に、文
字がなかったミャオ語の文字が創られた32。また、一連のミャオ族の伝統の「改良」も見られる。例え
ば、Pollard は 18 歳未満の結婚を禁止し、離婚や未婚での出産を減らそうとした[马 2008a:63]。さ
らに、キリスト教徒から見ると、ミャオ族の元来の精霊信仰は迷信であるため、伝統的な祝祭で使う
楽器や道具が燃やされ、古来の歌や踊りが禁止されることがあった。自民族の歴史や神話を歌に
して唱ってきたミャオ族がキリスト教徒になるしたがって、その伝承を放棄せざるをえない側面もあ
った[曽 1989]33。 
1915 年、Pollard が腸チフスに感染し亡くなったものの、地元のミャオ族や漢族と残った Pollard
の西洋人の同僚が石門坎の教会を運営し続けた。1920 年には、石門坎教会の分会が増えるととも
に、石門坎光華小学校の分校としての教会小学校は、貴州の西北部において 34 ヶ所まで拡大し
た[东 2006]。石門坎は循道公会の布教とミャオ族の教育の発祥の地として知られるようになってき
た。 
草創期の学校は主に宣教師と漢族教師によって運営されていたが、1930 年代になって学校の
担い手にミャオ族の卒業生が増えてきた。そして、1943 年に、地元出身のミャオ族知識人の朱煥
章の主導で、威寧県最初の中学校、｢石門坎民族中学校｣が設立され、石門坎の教育水準の向上
に大きく貢献した[杨 2007]。1940 年頃の国民党政府による調査報告では、石門坎は威寧県で最
も教育水準の高い地域と評価されていた。1949 年までに、ミャオ族の石門坎光華小学校の卒業生
は数千人、中学校の卒業生は数百人にのぼった。専門学校や大学に進学した人は 30 人に達し、
博士号の学位を取得した者も 2 人いた34[东 2004a:138]。 
宣教師の到来をきっかけにもたらされた石門坎の教育成果について、沈［2006］は、いくつもの
｢初めて｣として以下のようにまとめた。 
                                                                    
31  1905 年 11 月 5 日に創立された石門坎における最初の教会学校である［东 2006］。その後、循道公会の西南教
区の中心にもなった。1912 年中華民国の建国に呼応して、｢光復中華｣という意味で｢光華小学校｣に校名を変えた
という。 
  張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木) 、石門縁旅館にて 
  張国輝は栄和村に住む 60 代のミャオ族男性。父親は石門坎の光華小学校の卒業生である。 
  石門坎の校名がその後も何度か変わったが、混乱を防ぐため、本稿では、Pollard の主導のもとで作られたその
小学校を｢石門坎光華小学校｣と表記する。石門坎のように、布教活動と学校教育の併存はほかのキリスト教の布教
地域でもある。その最初の目的は、聖書を読むための識字力と伝道員の養成だと考えられる。 
32 これは、｢滇東北次方言｣にもとづいて Pollard 等の宣教師とミャオ族によって創られたミャオ族の文字のことを指
す。ミャオ文字は新中国後に改めて新たに作られた(｢新ミャオ文｣)。そのため、Pollard らによって創ったのは｢老ミャ
オ文｣とも呼ばれている。 
33 キリスト教の伝来によるミャオ族の伝統文化への「被害」は、近年威寧県が行なった県内の文化財の保存状況に
関する調査にも反映された。ミャオ族の祝祭日によく使われている楽器の 1 つは鼓である。改宗したキリスト教徒は
家にあった鼓を壊したため、現在威寧県内の鼓は、当時こっそり隠されていたものである。現存の鼓の数が限られ
ているだけでなく、鼓をめぐる祝祭のなかの一連の礼儀や儀式も伝承できなくなった。 
  朱心へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日に(水)、石門郷政府にて 
34 呉性純と張超倫。石門郷出身のミャオ族。中国の華西大学を卒業した医学博士。 
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｢ミャオ族文字が初めて創出され、無文字の歴史に終止符が打たれた｣； 
｢烏蒙山区の初めてのミャオ族小学校と、威寧県の初めての中学校が創立された｣； 
｢歴史上の初めてのミャオ族博士が育てられた｣； 
｢中国の初めての二言語教育と男女共学が実践された｣[沈 2006:3]。 
 
そのようなキリスト教の影響と教育の成果は、｢石門坎現象｣と研究者に呼ばれている。すなわち、
1905年に Pollardが石門坎にやってきてから、石門坎は閉鎖的な少数民族地域から周辺の地域に
も影響を及ぼし西南中国における信仰と教育の「発祥の地」になった[朱 2015:194]35。先行研究で
は、｢石門坎現象｣をめぐって、少数民族の教育、地域の振興や外来文化の受容などを議論してい
る。それとともに、石門坎の影響力を表すために、｢海外天国｣、｢教育の聖地｣や｢西南ミャオ族の
文化高地｣といった呼び方が多く使われている36。しかし、輝かしい｢石門坎現象｣は、石門坎の｢不
幸｣の起因でもある。 
 
1.4 教会と学校の危機 
1930 年代から、教育で名を馳せた石門坎は国民党から警戒されるようになった37。国民党政府
は、キリスト教や外国人の影響を受けた石門坎を｢小香港｣と呼び、石門坎とその周辺の教会の取り
締まりに動き、さらに国民統合政策の対象とした38[马 2008a]。国民党の役人は学校で教える内容
を変更するとともに、石門坎で党員を集めるための宣伝を行なった。また、暴行事件も発生した39。
しかし、石門坎の学校と教会に影響を与えたのは国民党の統合政策だけではなかった。 
この時期、中国の国内外では頻繁に武力衝突が起きていた。また、地震40や飢饉の影響で、山
賊が西南中国の山岳地域で跋扈し、物資を持っていた教会や学校を略奪した。こうした外患ととも
に、石門坎教会の内部で様々な問題が生じていた。山賊による外国人宣教師の殺害事件が起き
たことで、宣教師のなかには自国に帰る者が出るようになった[杨 1979]。残った宣教師の一部は
国民党の側に肩入れし、教会は国民党の政策宣伝・党員募集の場となった。このような教会の変
化は、地元のミャオ族の不信感を募らせた [曽 1989:169] 41。 
                                                                    
35 朱[2015]のほかに、｢石門坎現象｣を定義したものもある。例えば、周ら[2011]によると、｢石門坎現象｣は｢20 世紀
前半、石門坎及び周辺のミャオ族地域における大規模なキリスト教の改宗現象、また、石門坎が辺鄙なミャオ族村
落から貴州、雲南、四川におけるミャオ族文化の中心地になった歴史文化現象｣である。それぞれの定義が異なる
部分があるが、いずれも 20 世紀前半の石門坎の地域振興を指している。 
36 例えば、［张 1992、沈 2006、苑 2015］。 
37 そのほか、山岳地域で活動している共産党に対する警戒も、国民党が石門坎を重視していた理由だと考えられ
る。張斐然をはじめとし、多くの石門坎出身のミャオ族知識人は積極的に共産党の部隊や地下組織に参加した。特
に 1940 年代後半、共産党の活動が一層活発化し、石門坎民族中学校の校長の朱焕章も、張斐然らの活動に密か
に協力した[张 2004:21]。 
38 石門坎から人材を輩出していため、当時の国民党政府の視察を招くことになった。結論として、石門坎のミャオ
族が「政府や国家の存在を意識せず」、「宣教師に大きく影響されている」ことで国民党に警戒されるようになった
［马 2016:124］。それ以降、石門坎は国民統合と国家安全に深く関わる場所として捉えられていた。1930 年代、国
民党の楊森は貴州省の主席を担当し、外国によって無線電信局が石門坎に設置されたという疑いで、石門坎を対
象に徹底的に調べた［沈 2007:256-257］。また、石門坎のミャオ族に中華民国の国民として振る舞うことを強要し
た。 
39 楊森が蒋介石によって昭通に派遣された途中、軍隊を連れて石門坎に半月間滞在した。その間、楊森に随行
した部下が石門坎でミャオ族の婦女に乱暴を働く事件が起きた。 
40 1944 年、威寧県で地震が発生した。｢石門坎とその周辺の山が崩れて川を阻塞し、土手や建物も壊れ、人と家
畜の死傷が出た｣。その 4 年後、また 5 級以上の地震が石門坎で起きた[威宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会 
1994:12]。 
41 宣教師に対する反発は、1930 年前後の日中間の紛争に関わると考えられる。1928 年、｢済南事件｣の勃発によ
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その上、学校教育への疑問が生じるようになった。草創期の卒業生は、ほとんどが教会や学校
に勤めるようになり、小作人として辛抱強く働かなくても済むようになった。しかし、卒業生が増える
につれて、競争も激しくなった。教会や学校にツテがなければ、仕事をもらえない。多くの人たちは
卒業後再び故郷に戻り、農業に従事せざるをえなかった。教育の成果で有名になってきた石門坎
で、キリスト教徒になることや教育を受けることによって人生を変えることができたのは卒業生のごく
一部にとどまったので、地元住民の学校教育に対する期待を必ずしも満たせたわけではなかった
[杨 1979]。 
政府に目を向ける地元住民も現れた。1930 年代から、国民党政府の役人が石門坎に頻繁に視
察にくるようになり、役人とその随行の威風堂々とした様子が地元住民の政府への認識に大きな影
響を与えた。それまで宗教や教育による救済を求めてきた地元住民には、政府という新しい救済
の選択肢が生まれた[杨 1979:23−26]。 
以上のように、中華民国期の石門坎は、教育成果を挙げる一方で、キリスト教の信仰と学校教育
に対する重大な懸念が現れて始めていた。 
 
2 建国後の変容 
 
1949 年、中華人民共和国が建国され、政権が国民党から共産党に移った。以下は、新たな政
策の実施とその影響から、新中国建国後の石門坎における変化を追う。 
 
2.1 初期の民族・宗教政策 
  1949年新中国の建国と中国共産党政権の成立とともに、農業・教育における様々な改革が進め
られた。翌年の朝鮮戦争の勃発によって米中関係が悪化したことは、主に欧米の宗教組織によっ
て運営されてきた中国各地の教会に大きな影響を与えた。米国をはじめとし、新中国の政府は帝
国主義とみなした国々との対立的な立場を示すため、外来宗教であるキリスト教の土着化を進め、
中国におけるキリスト教の｢自養、自治、自伝｣を目指す｢三自愛国運動｣が全国規模ではじまった
42。 
建国初期には、異なる社会背景と多様な宗教信仰を抱えてきた少数民族社会の安定と団結を
築くため、｢信仰の自由｣を法的に認めるような施策が多くあった43。しかし、上述のような米中関係
の悪化にしたがって、政府にとって排除すべき外来宗教と団結を促すべき少数民族が密接に絡ん
でいることが民族・宗教政策の最大の葛藤となった。キリスト教が西南部の山深い少数民族地域で
                                                                                                                                                                                                      
って、帝国主義に抵抗する機運が高まり、昭通の何ヶ所かの中学校の生徒は、昭通で活動する循道公会の宣教師
を抗議の対象とした。抗議運動は最高潮に達するとともに、外国籍の宣教師の中には他地域へ逃げた者もある。
1931 年満州事変が勃発し、石門坎出身の大学生楊漢先(1913〜1998)等は｢告石門联区同胞書｣を石門坎の友人
らに送り、石門坎出身者が護国運動に参加することを呼びかけた[张 2009:141]。そのように、宣教師や帝国主義
者を侵略者と見なし、｢反侵略｣の活動に身を投じたミャオ族の青年は少なくなかった。 
42 1950 年 7 月、呉耀宗をはじめとする 40 名余のキリスト教界の代表者が周恩来の支持を得た上、｢中国キリスト教
革新宣言｣を宣布し、中国教会の帝国主義からの独立を目指す｢三自｣の方針を決めた。1954 年 7 月に至り、第一
期中国キリスト教全国会議が北京で開催され、｢中国キリスト教三自愛国運動委員会｣が中国共産党にしたがう政治
団体として成立が宣告された[马 2016:147]。 
43 建国初期の中国における少数民族が3000万人に達しており、全国総人口(5.42億)の約6％を占める。1949年、
政治協商会議によって｢中華人民政治協商会議共同綱領｣が採択され、国家安定と深く関わる民族政策では民族
間の平等、協力と発展に重点が置かれた。1954 年の 9 月 15 日に、第 1 期中国全国人民代表大会が北京で開催さ
れ、 中華人民共和国憲法が制定された。憲法には民族・宗教の問題について、｢中華人民共和国の公民は宗教
信仰の自由がある｣と書かれている。同時期に、国務院宗教事務局が設立されるにしたがい、省や自治区において
宗教に関わる行政機関も多く整備されてきた。少数民族の宗教問題は民族事務委員会の管轄である[马 
2016:145]。 
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かなり普及したため、民族・宗教問題の重要な対象地域になった。一方で、西南中国において、漢
族と少数民族の衝突が多くあり、少数民族の漢族に対する抵抗感と不信感が非常に強かったので
ある。したがって、外来宗教の浸透の防止と国民統合を目標とする漢族主導の民族・宗教政策の
推進は慎重に行なわれるようになった。 
 
2.2 政策の効果 
  貴州省が中国共産党の政治体制下におかれたのは1949年11月15日である44。1950年11月、
中央政府から派遣された西南民族訪問団の貴州分団45と貴州省政府によって、｢少数民族幹部の
育成｣、｢区域政権の構築｣、｢民族文化の尊重および生活改良｣等が貴州省の少数民族地域の課
題として提示された。 
少数民族地域の再構築には、教育・医療面の整備が重視されていた。以下のように、貴州分団
の団長(当時)を務めた人類学・社会学者の費孝通の記述によると、建国初期の共産党政府による
訪問と支援は少数民族に歓迎されていた。 
 
｢その時の条件は厳しかった。一番良い交通機関はたまにしか乗れないトラックだった。我々
は多くの救済物資を少数民族地域に運んで配った…少数民族は、我々を『新漢人』と呼ん
でいた。それは、周(恩来)総理が言われたように、『以心伝心』で事業を行なっていたから、
そのような良い反応があったのだ｣[马 2008b：68]。(筆者訳、括弧内は筆者注) 
 
1951 年には、中国の多くの教会と同様に、石門坎教会も｢三自｣の道を辿り、ほとんどの外国人
の宣教師が国外退去した。1952 年 8 月、政府は石門坎の学校や病院などの管理を引き継ぎ、教
師を石門坎に派遣し、病院の医療条件の改善を行なった。その時期、石門坎の中学校の副校長
を担っていた共産党員の呉応傑（漢族）は、ミャオ語を学び、教育事業を発展させたため、「第二の
Pollard」とも呼ばれ、地元の人びとに尊敬されている［沈 2007:254］。さらに、｢信仰の自由｣のもと
に、キリスト教徒になることが法的に保障されたことで、石門坎とその周辺地域の布教活動も活発
化していた。 
また、1950 年から 1953 年にかけて行なわれた土地改革によって、地元の少数民族をはじめとす
る貧しい人びとが土地を持つようになり、生活がある程度改善された46。そのような土地の再分配に、
土地を持たなかったミャオ族は漢族より積極的に参与したという[邓 1994:169]。 
以上のような建国初期の施策によって、少数民族が共産党の政策を認め、少数民族地域にお
ける紛争と対立関係がある程度解消された。その時期の威寧県では、共産党への感謝の気持ちを
表すため、少数民族による毛沢東や社会主義を賛美する歌が多く作られた[马 2016:170]47。 
 
                                                                    
44 同年 12 月 7 日、威寧が原国民党 101 軍独立第四師の師長かつ威寧県県長である馬昆の統率の下で｢平和解
放｣された。一方、貴州に残った国民党の勢力、山賊と地主が手を組んで反抗したことで、石門坎が｢解放｣された
のは、1950 年 9 月になってからであった[威宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会 1994]。 
45 西南民族訪問団は、三つの分団に分かれ、西康(現在の四川)、雲南、貴州でそれぞれの調査が行なわれた。
｢中央民族慰問団｣と書かれる場合もある[威宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会 1994:13]。 
46 ただし、民族間の不公平を解消しようと目指した土地改革が、新たな矛盾を生んだことも指摘される。例えば威
寧の場合では、土地の政策の便益はミャオ族という社会的地位の低い階層に偏った。そのため、統治的地位にい
たイ族や漢族は実際の財産の多少を問わず、没収の対象になった。結果として、貧しいイ族や漢族であっても、社
会階層によっては土地を失うこともあった［马 2016］。 
47 もっとも、民族・宗教政策が円滑に推進されたとは必ずしも言えない[马 2008b]。その原因は、漢族に対する根
深い不信感や地方の共産党の具体的な施策にあると指摘されている。後述のように、1955 年から、貴州や雲南の
少数民族による反発が見られ、ミャオ族の集団的な移住もあった。 
  17 
2.3 弾圧のはじまり 
1950 年代半ばから、中国の政策・方針が大きく変わり、建国初期において行なわれた少数民族
に対する支援が途切れてしまった。 
まずは 1955 年に、共産党内部の社会主義的革命に反対する者を一掃するため、粛清運動48が
全国的に展開された。1956 年、毛沢東は｢百花斉放・百家争鳴｣のいわゆる｢双百方針｣を提示し、
共産党の不足を是正するための言論の自由を奨励した。しかし、双百方針は階級間のせめぎ合い
につながった。共産党から見ると、知識人を中心とする｢右派｣は国家に有益な意見を提示したの
ではなく、ただ言論の自由を利用し共産党が代表する農工階層を攻撃していると映ったのである。 
その結果、1957 年、知識人を批判する反右派運動が始まった。石門坎のキリスト教と教育の影
響力は当局の警戒を招き、宗教ないし旧国民党と関わりをもった人びとは批判の対象とされた。そ
して、石門坎民族中学校の創始者である朱煥章が粛清運動の迫害に耐えられず自殺したことは、
石門坎を震撼させた［沈 2007:266］。 
1958 年から、大躍進49の機運が高まってゆき、多くの教会が没収・合併され50、キリスト教徒の宗
教生活の維持が難しくなった。社会主義思想の宣伝効果または地元の行政幹部の弾圧によって、
キリスト教徒は統計上激減し、教会での活動も昔ほど活発でなくなった51。当時の調査では、石門
坎所在の畢節地区におけるキリスト教徒の活動の状況は以下のように書かれている52。 
 
｢95%以上の教会が宗教活動を中止した。割合を見れば、1958 年以前に中止したのは 20%、
1958 年の大躍進において中止したのは 50%、人民公社時期に中止したのは 20%をそれぞれ
が占めている。畢節地区の信徒の礼拝数は 1〜3 ヶ月に 1 回になり、そのなかで 1〜2 時間
も礼拝が行なわれるのは 5%にすぎない53｣[马 2016:239]。(筆者訳) 
 
2.4 混乱の 60〜70 年代 
大躍進以降、｢社会主義教育運動｣54が開始され、キリスト教徒が多く居住する少数民族地域は
社会主義的な教育の重点地域になった。少数民族を社会主義の生産と運動に参加させることで、
少数民族が自ら社会主義と共産党の優越性を認識し、キリスト教信仰を放棄することが企てられた。
一方で、中央政府の政策がいかに実施されるかは地元政府の幹部のやり方次第であった。威寧
                                                                    
48 中国における革命のなかで、｢粛清運動｣と呼ばれるものがいくつあるが、ここでの｢粛清運動｣とは、1955 年 7 月
から 1960 年9 月にかけて、中国全土で展開した共産党内部にいるいわゆる｢反革命分子｣を粛正する運動を指す。
粛反運動とも呼ばれる。 
49 1958 年から 1961 年までの間、毛沢東が数年間で経済的にアメリカ合衆国やイギリスを追い越すこと、いわゆる
｢超英赶美｣を夢見て実施した農業・工業の大増産政策である。その結果、中国の経済と社会の大混乱がもたらさ
れたうえ、何千万人もの餓死者が出て大失敗に終わった。 
50 貴州省キリスト教第 1 期代表大会において、貴州省人民委員会宗教事務処による｢关于基督教五年
(1958—1962)工作计划｣(1958)が提出された。そこで、｢排擠、合併、減少(“逐挤逐合逐减少”)｣というステップで、貴
州のキリスト教を立て直していく宗教政策の方針が示された[马 2016]。 
51 キリスト教徒は数字に示されたほど減少していなかったと考えられる。インタビュー調査の結果に加えれば、その
時期において、政府の教会規模を縮小する政策に伴い、｢地下教会｣[黄 2013:12]、つまり公認された教会ではなく、
｢地下｣(非公認)の状態で礼拝を守る教会が出現した。地下教会は、教徒の家、穴蔵や山奥の洞穴などを拠点とし
て用いた。当時の政府による調査データは、信徒の一時的な｢潜伏｣を示したものとして理解するほうが適切であ
る。 
52 この調査は、畢節地区の宗教関係の事務課(“毕节专属宗教事务课”)が 1958 年に行なったものである。 
53 元々教会の礼拝は毎週 1 回以上であった。1950 年代末において、教会に行くことができなくなり、教徒の数も激
減したため、主な礼拝は教徒の家で少人数で行なった。そのような集まりは、30 分ぐらいで終了する場合が多いた
め、1、2 時間も続けられるのは珍しかったと考えられる。 
54 ｢四清運動｣とも呼ばれ、1963 から 1966 年の間に行なわれた中国の農村における最大の社会主義を普及するた
めの教育運動である。 
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県政府の多くの幹部は、宗教を迷信だと認識し、信徒である少数民族を教育しようとした。教育と
はいえ、そのほとんどは、キリスト教徒に攻撃的な言葉を投げたり、信仰を放棄しろと脅したりして、
プレッシャーをかけることである。地元政府の幹部の横暴な施策によって、少数民族は自分が信徒
であることを言えなくなるとともに、既存の民族間の対立関係を一層深刻化させた[马 2016:242]。 
政府の弾圧による社会的な動乱に加え、不作による飢饉が起きたことで、多くの人びとは自分の
故郷からほかのより豊かなところへ逃げた55。それとともに、自分を利するために不安定な社会状況
を利用する人が現れてきた。次に述べる｢霊恩派｣はその例である。 
60 年代から、雲貴高原において、動乱と自然災害の頻発によって宗教活動は盛り上がった。な
かでもキリスト教の霊感体験を主張しながら、土着の少数民族の原始信仰と混ぜ合わせた内地会
の｢霊恩派｣56は活発化した。社会の動乱による人びとの不安な心境を利用し、キリスト教の伝道員、
もしくは伝道員と騙って詐欺を行なう者が雲南や貴州の山岳地域で活動し始めた57。このような宗
教的な影響は動乱の原因と認識され、公安警察の警戒と取り締まりを招いた。ただし、誤認逮捕に
よる冤罪と弾圧もしばしば起きていた58。 
循道公会の石門坎の信徒には霊恩派のような行為がなく、共産党の政策に対する不満が表に
出ることはなかった。しかし、外国とつながっていた地域であるため、石門坎は依然として政府に警
戒されていた。1965 年、Pollard をはじめとする宣教師の墓や学校の教室など、石門坎の学校・教
会に関わる建物が多く破壊された。1948 年の地震による被害も含め、20 世紀初めの宣教師による
石門坎の建物がほぼなくなってしまった59。 
1966 年 5 月、中央政府が｢五・一六通知｣を出し、文革の開始を宣布した60。それによって、政府
の民族、宗教に関連する部門の幹部が｢資本主義の代表｣として激しく非難された。貴州省の宗教
部門の職員、三自愛国運動委員会の構成員はその対象である。教会の建物が政府に占用され、
聖書が焼き払われ、礼拝が禁止された。同じ貴州省の葛布教会の張洪徳の話によると、当時は個
人の家にあるすべての聖書が広場に集められ、それを燃やすのには 3 日間もかかったという61。 
1976 年まで続いた文革において、知識層のみならず民衆までも被害を被った。その影響は、中
国の文化・社会全体を崩壊寸前に追い込んだと言える。一方で、文革期間を通してキリスト教徒が
                                                                    
55 威寧におけるミャオ族が親族関係を通して雲南省の昭通や安寧などへ転居することが頻発した。中国共産党の
昆明市委統戦部による｢ミャオ族の転居問題に関する報告(“关于苗族搬家问题的情况反映”)｣(1962)によれば、威
寧から雲南へやってきたミャオ族は、｢昆明ならば生きるための山菜を探せばまだありますが、威寧だと何もありませ
ん｣ので、｢雲南で死んだとしても(威寧に)戻りません｣などと転居の決意を示した[马 2016:263]。 
56 霊恩派は元々貴州省西北部の内地会の宣教地域で活躍し、｢霊歌を歌い、霊踊を踊り、怪異な夢を語る｣(“唱
灵歌、跳灵舞、讲异梦”)を活動の中心とした。元々小集団で密かに宗教生活を維持しつづけた霊恩派は、教会活
動の再開を求め、｢信仰の自由｣が民族政策の宣伝に使われていることを逆手にとって、信徒に信仰の合法性を宣
伝しようとした。 
57 伝道員と偽る人はキリスト教を少数民族の原始信仰や神話と混ぜて解釈し、鬼神や妖怪をめぐる言説が大量に
作られ、自分を｢異能者｣だと謳うことで、庇護を求める人から金を取る。彼らによる怪談や詐欺を行なうことが各地で
生じ、社会に実害を及ぼした。その時期において、霊恩派の一部の教会の活動も邪道と見なされ、社会をさらなる
混乱状態に導いたと言える。 
58 なかでも有名なのは、60 年代初めにおいて、赫章県葛布教会の牧師である楊志成をはじめとする 6 人を逮捕し
た｢楊志成反革命集団案｣であった。 
贵州省民族宗教事务委员会｜贵州基督教－宗教团体－贵州民宗委
http://www.gzmw.gov.cn/index.php?m=content&c=index&a=show&catid=161&id=7620 2017 年 12 月 16 日閲覧 
59 1965 年の｢威寧石門坎の状況に関する報告(“威宁石门坎情况简报”)｣によると、当時の石門坎の信徒が宣教
師に愛着を持っていたことは明らかである。信徒は｢災難を無くすには上帝を頼ることしかありません｣を常に信じて
おり、礼拝も続けていた。また、地元の信徒は Pollard らの宣教師の墓を自ら修復し、死後 Pollard の隣に葬られるこ
とを望んだという[马 2016:282−285]。 
60 1966 年 8 月、貴州省人民委員会宗教事務処、省民族事務委員会、省民族語言文字指導委員会、省人民委員
会華僑事務所が｢文化革命委員会｣を組織し、文革に参与した。 
61 張洪徳へのインタビューより、2017 年 3 月 5 日(日)、葛布教会の事務室にて 
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実際は増加した。貴州省の統計データによれば、文革の前に全省のキリスト教徒は 4 万人だった
が、文革の時期において急増し、1980 年に至ると 13.6 万人に達した[贵州省地方志编纂委员会 
2005:416−531]。その原因として、まずは、文革の衝撃で公的な宗教機関が完全に｢麻痺状態｣に
陥り、宗教活動が｢無統治状態｣になったことが挙げられる。また、乱れた社会状況から脱却する術
がないことも、人びとの宗教による救済への切望を促したと考えられる。 
石門坎の研究では、文革による被害を政策の誤りという側面から取り上げているものがある[例え
ば、沈 2007、张 2009、马 2016]。一方で、石門坎での聞き取り調査によって、文革が始まった段
階では、それを｢偉大な指導者の毛沢東による先進的な革命思想｣として捉えた地元住民が少なく
なかったことがわかった。特に若者は文革に参加できることを自分の思想が進んでいる証しとして
誇っていたという62。 
当時は2、30代のミャオ族知識人の子供もそうだった。彼らは、文革に身を投じたほかの人びとと
同じように、自ら宣教師によって建てられた校舎を壊し、聖書や教科書を燃やす｢革命｣に積極的
に参加した63。しかし、文革が進むにしたがって、知識人や教会の関係者自身だけではなく、彼ら
の家族も批判闘争の対象になり、冤罪が増える一方であった。石門坎の場合では、ミャオ族の知
識人の間で、自分の身を守るために、革命を支持する立場を示そうとし、同族や同僚が革命に反
対していると通報することがしばしばあった。そして、ほかの人に裏切られる前に裏切ろうという心
理から、多くの通報が見られた。そのなかには、根拠のない罪名で通報され、実際に捕まえられる
人もいた。文革の被害は、行政側による冤罪より、むしろ批判闘争の恐怖心のなかで人びとが互い
を不信に感じ合った結果として広がったという見解もある64。そうした背景があるため、石門坎にお
けるミャオ族知識人の子孫の関係は複雑である。 
1976 年、毛沢東の死によって文革が終焉に向かった。それからの石門坎はどうなったのか。 
 
3 改革開放初期の光景 
 
1978 年、中国共産党第 11 期中央委員会第 3 回全体会議65が北京で開催され、改革開放の政
策とともに、文革の過ちを是正することが決まった。同年、貴州省の全省民族工作会議が開かれ、
少数民族地域の経済･文化の発展の方針が地方へ伝達された。威寧県の地方政府も文化の復興
と信仰の自由の政策を取りはじめた。信仰の正当性が改めて政策面で認められたことは、石門坎
のようなキリスト教と深く関わってきた地域にとって重要だと考えられるが、実際はどうだったのか。
本節では、1970 年代末の石門坎の状況を宗教、教育、生活という 3 つの側面から述べる。 
 
3.1 ｢信仰の復興｣ 
改革開放にしたがって、キリスト教信仰が再び正当化され、キリスト教徒の希望に応じて、行政側
による教会の修復と再建が行なわれていた66。1948 年の大地震で崩れた石門坎教会を再建する
補助金が交付されたが、教会の事務運営に問題が生じ、結局、補助金はどこにいったかがわから
ず、教会は再建できなかった[威宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会 2014]。信仰の自由が政
                                                                    
62 張国輝へのインタビューより、2016 年 8 月 20 日(土)、張国輝の自宅にて 
63 張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木)、石門縁旅館にて 
64 楊華明へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、楊華明の自宅にて 
65 中国共産党の歴史及び中華人民共和国建国以来、重要な意義を持つ会議であり、1930 年代に毛沢東が共産
党の主導権を握った遵義会議になぞらえて｢新時代の遵義会議｣とも称される。この会議で、文革の清算及び改革
開放路線が定まるとともに、毛沢東の後継者である華国鋒の失脚と鄧小平の復権が確定した。 
66 貴州省の地方政府は教会に約 7 万元の修繕予算を配布した。1982 年まで、29 ヶ所の教会が修繕され開放され
た。 
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府に再び認められてから、石門郷のキリスト教徒はより多くなった。一方で、礼拝施設がないため、
それぞれの信徒の家で礼拝を行なっていた67。 
それに対して、石門郷のキリスト教徒のなかには、教会を建ててキリスト教を復興すべきだという
声があったが、信仰の復興について、循道公会の発祥地である石門坎の地元住民は冷淡な態度
を示したため、信仰復興の担い手は石門郷の北部にある泉発村になった。石門坎に住んでいる
60 代の張国輝はその時の経緯を次のように述べた68。 
 
｢改革開放以降、教会の活動を復活して、教会を立て直そうとする声がありました。元々は石
門坎で建てることが議論されましたが、石門坎の年配者たちは文革の経験がありますので、
きっぱりと断ったのです。その後、学校のあたりで建てる提案もありましたが、さらに否定され
ました。学校は教育の場所なので、また宗教と混ざってしまうと悪い影響があるからだと、彼
らが言いました。そして 82 年の 3 月でしょうか、泉発村のほうがそれを担いました｣。 
 
教会の再建を拒否する 1 つの原因は政治への警戒感だったと言える。一方で、政治とは無関係
に、形式的に特定のリーダーや神を盲信するのは意味がない、という考えもあった69。それについ
て、張国輝は次のように述懐した。 
 
｢文化大革命の時、皆は色んなスローガンを謳ってきました。私も、とても情熱的に『社会主
義万歳』、『毛主席万歳』と叫んでいました。(中略)毛主席の追悼式の時、『追悼式』の意味
が分からないまま、皆が興味津々で集まってきた。その場で、『追悼』というのは毛主席が死
んだということを知ってから、気絶するほど号泣した人もいました。(中略)スローガンや、意味
の分からない言葉なんて、1 人が叫べば皆が叫びはじめます。それって、意味がありますか。
それと同じで、『信徒です！神を信じます！』と主張することが、意味がありますか。かつて、
よく父親と教会にいったりしました。子供たちと一緒に歌ったりして、楽しかったです。ただし、
私は神の存在を信じているかもしれませんが、キリスト教徒にはなりません｣。70 
 
政治への恐怖心であれ、信仰に感じた虚構性であれ、結果的には、改革開放後もしばらくは、
石門坎の地元住民は宗教を｢厄介なもの｣として距離を置いたと考えられる。また、かつては深く関
わっていた教会と学校についても、宗教と教育をはっきり分けるべきだと石門坎の地元住民のなか
には強く主張する人びとが存在した。 
文革の末期、貴州省における循道公会の信徒の活動はほとんどなかった［张 1991］。Pollard が
属する循道公会の核心的な布教地域であった石門坎の信仰の復興を担った泉発村は、内地会の
影響を受けた地域である。泉発村において、家庭内の礼拝が現れたのは 1982 年であったが、史
料によれば、1970 年代末には、｢鬧昇天｣事件に見られるように「活発な」内地会のキリスト教徒が
存在していた71。 
                                                                    
67 その状況は、2002 年まで続いた。2002 年、畢節市に在住の石門坎出身の年配者が、石門坎教会の再建に貯
金を寄付した。これによって、煉瓦作りの小さい家屋ができ、礼拝の拠点として使われた。 
68 張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木) 、石門縁旅館にて 
69 張国輝と同じように、ミャオ族知識人の子孫である地元住民は何人がいる。彼らの親世代は主に宣教師と直接
接した石門坎の小学校ないし中学校の卒業生であり、文革で激しく非難されていた。張国輝らは、革命に反対する
悪い人(“反革命分子”)の家族として、批判闘争の巻き添えになったことを経験していた。そのためか、インタビュー
のなかでは、｢キリスト教徒ではありません｣または｢信徒にならなりません｣という答えることが多かった。 
70 張国輝へのインタビューより、2016 年 8 月 20 日(土)、張国輝の自宅にて 
71 鬧昇天とは、1979 年 10 月 14 日、石門郷の信徒約 90 人が泉発村に集まり、9 日間霊歌を歌い、霊舞を踊り続け、
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3.2 学校教育の低迷 
宗教政策とともに、1980 年代初め、少数民族言語や文化の振興を対象とする政策が次々と打ち
出された。それにしたがい、ミャオ族の歌の創作、ミャオ語の教科書の作成が行なわれ、ミャオ族が
熱心に自民族の言語や文字を学ぶ光景がみられるようになった[杨 1983:42]。 
ミャオ語教育が盛んになる一方で、批判闘争によって教師がなくなり、校舎も荒廃したため、石
門坎の学校教育はなかなか立ち直らなかった。20 世紀初めに、｢石門坎現象｣と呼ばれるほど大き
な教育成果を挙げた石門坎において、1977 年から 1990 年の 13 年間に、ミャオ族出身の大学また
は専門学校の合格者は皆無であった72。 
 
3.3 深刻な貧困状況 
文革のなかで冤罪になった人たちの名誉回復が改革開放以降に行なわれはじめたが、何十年
にもわたった社会的な動乱による後遺症から回復するのは簡単ではなかった。1980 年代に入ると、
政府は地方の状況を改めて把握するために、様々な調査を行なった。その中の 1 つは、1981 年、
威寧県政府による栄和村を含める 3 つの村を対象とする調査である73。その中で、以下に書かれた
ように栄和村とその周辺地域の深刻な貧困状況が示されている。 
 
｢3 つの村は合わせて 17 の生産隊、549 世帯計 2680 人がいる。少数民族は 85.1%である。
1980 年の年平均経済収入は 24.10 元である74。(中略)一人あたりは、2 着の衣服しか持って
いない。それに、春夏秋冬、四季とも着替えはしない。衣服は切られた布のようになっている。
80%の人は綿入れの服すらない。90%の家庭に布団がない。住宅は壊れている。馬街と栄和
には、390 世帯ある。部屋の半分は煉瓦で作われており、ほぼ『人畜同居』75の状態である｣
[马 2016:292]。(筆者訳) 
 
貧困の原因は、農業に不向きな土地であること、また、石門坎が地理的に辺鄙であり、外部との
物資の交換は難しかったことなども考えられる。道路が整備された記録がある一方76、地元住民の
                                                                                                                                                                                                      
｢天国へ飛び込む｣準備をした活動である。鬧昇天に参加した人に死傷者が出たことで、威寧県政府が職員を派遣
し、その騒ぎを治める事態となった[《威宁苗族百年实录》编委会 2006:74]。鬧昇天において、聖霊を感じるための
歌や踊りがあったことからみると、それは内地会の教区を中心に展開した霊恩派と深く関わっていると考えられる。 
72 同時期の威寧県において、1960 年代から 76 年の文革終結まで、ミャオ族の生徒の入学率が非常に低い。1977
年、高校の入試試験が再開されてから1990 年までの13 年間、ミャオ族の大学合格者なし、｢大専｣(専門学校・専科
学校等の略語)合格者 14 人、成人高校(専門職の高校)の合格者 8 人である。ミャオ族に比べ、威寧県における回
族小・中学生の割合が 1951 年の 5.66%から 1958 年の 11.88%に増加した。1977 年から 1988 年の威寧県の回族の
大学合格者は 25 人、｢大専｣の合格者 29 人である[威宁彝族回族苗族自治县志编纂委员会 1994:100−105、108]。
威寧イ族ミャオ族自治県誌編纂委員会［2014］によると、2010 年になっても、全国の高校入試試験に合格したミャオ
族はわずか 51 人であり、イ族の 5 分の１でしかなかった。  
73 当時の行政区分によって｢中水区石門公社栄和大隊｣と原文では書かれたが、現在の栄和村の範囲と理解する
のは妥当である[马 2016:292]。ほかの 2 つの村は、威寧県の龍街区雲貴公社馬街大隊、小海区涼山公社高坡大
隊である。 
74 それに対して、1980 年に貴州省の農民の年平均経済収入は 161.46 元であった[李 1988:86]。 
75 ｢人畜同居｣(“人畜混居”)とは、人と家畜(豚、牛、鶏など)が同じ部屋で暮らす、という貴州のような山岳部に見ら
れる現象である。かつて、貧しい家庭にとって家畜は最も貴重な財であった。山賊や盗難から家畜を守るため、豚
や牛を家でつなぎ止めて飼おうとすることが人畜同居の起因だと考える。それで、人が家畜の隣の床か、もしくはそ
の上に板をかけて寝るようになった。家畜の排泄物を屋内で流しているため、衛生や健康面の問題が大きい。しか
し、石門坎においては、人畜同居の現象は 2000 年代後半でもよく見られる。 
76 ｢1972 年、中水鎮まで 41km の道路が整備され、車が通れるようになり、地元住民は交通による文化交流の夢を
叶えた｣[《威宁苗族百年实录》编委会编 2006:298]。 
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ほとんどは車を買う金がなかったため、石門坎を出ることは簡単だったとは言えない。そのような状
況は長年にわたって続いていた。1990 年代になって、石門郷と隣接する中水鎮との間で往復する
車が多くなったが、石門郷の石炭や亜鉛を採掘し搬出するトラックが中心だった77。しかし、石門坎
の豊かな鉱物資源から利益を得たのは浙江省や四川省の会社である。それに対して、2000 年代
半ばに至っても、石門郷の住民は 10 元（当時は約 76円）の日給のために、深刻な健康被害をもた
らす鉱山作業の仕事に就くために競い合っていた［沈 2007:19］。 
以上のように、改革開放初期の石門坎は深刻な貧困状態に陥り、教育水準も非常に低かったこ
とは明らかである。信仰については、宣教師との関係が近い者ほど文革の批判の的になるため、
改革開放後には信仰の自由が確保されたにもかかわらず、石門坎周辺の住民はキリスト教に冷淡
な態度を示した。また、新たに拠点になった泉発村の宗教活動は、教育と自律を重んじる循道公
会の宣教活動と異なり、霊感を重視する内地会に近かった。 
このような石門坎は、なぜ今になって、歴史的・文化的価値のある場所として観光開発の対象に
なったのか。次章では、改革開放以降、石門郷の外部からアクセスできるようになってから、そこに
おける人びとの動きとそれによる石門坎で生じた変化を約 40 年間にわたってひもとく。現在の観光
開発は政府の主導のもとで行なわれているが、筆者がまず注目するのは 1980 年代から、政府によ
る政策支援よりも先に、山々に閉じられた石門坎にやってきた｢よそ者｣の存在である。 
  
                                                                    
77 楊鋭へのインタビューより、2017 年 2 月 20 日(月)、SNS タイムライン 
  楊鋭、1993 年に石門坎生れ。ミャオ族の民族リーダーであった楊雅各の次子(楊漢中)の孫。8、9 歳までは石門
坎の小学校に通っており、後に貴陽の小学校に転校した。 
  23 
第 3 章 改革開放以降の 40 年間 
 
1 ｢よそ者｣の来訪 
 
本節は｢よそ者｣と地域の関係をめぐる研究を踏まえて、石門坎の出身者ではない諸アクターは
なぜ石門坎を訪問し何をしてきたか、それは石門坎の歴史や文化の資源化にどのような影響を与
えてきたかを分析する。以下は、まずよそ者の概念と本論文での定義を示しておく。 
よそ者について代表的な論考は、社会学者のゲオルク・ジンメルによって 1908 年に公表された
｢よそ者についての補説｣である。ジンメルはよそ者(der Fremde)を集団の外から入ってきて定着し
た者と定義し、よそ者が集団に相対的な視点で立ち向かえること、いわば「客観性」やマイノリティと
しての疎外感を強調した78。それを踏まえ、よそ者が集団内部に｢固有でないものを集団特性に持
ち込む時に何が起こるか｣という議論を展開した[徳田 2007:10]。それらの研究では、よそ者を定着
した人と捉えて、移民やマイノリティの研究に敷衍してきた。現在では、よそ者の概念は必ずしも地
域に定着した人びとには限らない。地域振興というテーマにおいて、よそ者は、地元住民と協働す
る外からのボランティアや民間団体などを示す言葉として頻繁に使われており、よそ者と地元住民
の創造的関係が期待される[敷田 2005]。ここでは、｢石門郷を訪問した地域外出身者、組織や集
団｣のことを｢よそ者｣と呼び、その動きと地域への影響を追う。 
本節では、時間の流れにそって、石門坎に相次いで登場したよそ者を紹介する。大きく分けると、
それは、1980 年代の石門坎の過去に関心を抱く知識人、1990 年代の宣教師の子孫を中心とする
外国人と貧困撲滅に目を向ける NGO、2000 年代のキリスト教徒などとなる。ただし、それぞれのよ
そ者は、時間の経過とともにその立場が変わることもあった79。ここでは、よそ者間の境界は必ずし
も明確ではないことを断っておく。 
 
1.1 記憶を喚起する知識人 
1980 年代初めに山深い石門坎を訪問したのは、後に｢貴州教育史研究の第一人者｣と呼ばれる
譚佛佑80である。譚佛佑は石門坎に関する史料や記録を読んで関心を持ちはじめ、ミャオ族の学
者楊忠信81の紹介をきっかけに、石門坎のミャオ族知識人である張文明を訪問するために石門坎
を訪れた。訪問後、譚佛佑は 20 世紀初めの石門坎教育を題材にして論文を発表した [谭 
1983]82。 
1981 年の譚佛佑との出会いについて、張文明の息子の張国輝は以下のように記憶をたどった。 
 
                                                                    
78 参考にした居安正［1994］の翻訳では｢異郷人｣と訳しているが、ここでは言葉の混乱を防ぐため、よそ者に統一
した。また、疎外感について、ジンメル[1994]は、よそ者がある地域に（血縁的・地縁的・職業的に）定着したとしても、
個々の地域要素と有機的に結びついたわけではないと指摘した。 
79 後述するように、知的好奇心から石門坎に惹かれた知識人やキリスト教徒が、石門坎の貧困問題の解決のため
に NGO の活動に参加したことはその一例である。 
80 譚佛佑、貴州師範学院教授、貴州省文史研究館会員。80 年代に《中国教育史》、《中国著名教育家评传》、《中
国教育思想通史》および《中国管理制度史》の編纂に参与し、中国国内の教育史専門家として有名になった。中
国の西南師範大学の副学長の徐仲林教授に｢貴州教育史研究の第一人者｣と称された。  
  贵州师范大学｜｢辛勤笔耕硕果辉煌为谭佛佑先生《桑榆非晚献余辉》序｣ 
  http://xiaoyou.gznc.edu.cn/info/1021/1714.htmsa 2017 年 5 月 8 日閲覧 
81 楊忠信は威寧県内で有名なミャオ族知識人であり、2007 年度設立した威寧県ミャオ学学会(威宁苗学会)の名
誉会長である。ミャオ族の言語、歴史などに関する研究が多い。 
82 CNKI の検索では、譚の論文は 2 番目に古い石門坎の研究である。1 番古いのは 1981 年に公表された韋启光
の論文である。譚[1983]は石門坎の宣教師による教育面の貢献を述べたのに対して、韋[1981]は宣教師を侵略者
だと批判した。 
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｢その時は、中水鎮から石門坎までの石炭を運ぶトラックすら走っていなかったので、譚は
40km ぐらい歩いてきたのですよ。弱り目に祟り目、彼は途中で道に迷って、更に 30km ほど
余計な苦労をしてしまいました。この山道に慣れないので、けっこう時間がかかりました｣。83 
 
張国輝の話から、1980 年代の厳しい交通状況がうかがえる。このような不便さにもかかわらず、
譚佛佑のように、石門坎に興味関心をもって、貴陽市等の他の地域からやってきた知識人が次々
に現れてきた。改革開放後初めて石門坎を表題にした本を出版した張坦は、その 1 人である84。 
張坦はかつて貴州省宗教局のキリスト教部門で勤めていた85。彼はキリスト教の伝来で有名にな
った石門坎のことを知り、1980 年代の半ば石門坎を訪問し資料収集や聞き取り調査を行なった。
宗教局の職員であったため、張坦は貴州省の宗教状況についての貴重な資料や統計データにア
クセスできた86。1992 年に張坦の本が発行され、彼が提示したデータと刺激的な問いかけによって
87、より多くの人びとが石門坎に興味を持つようになった。それを機に、石門坎をめぐる議論や関心
が呼び起こされ、石門坎を訪問し調査する知識人が増えてきた。 
書物の流通は、外部の人びとが石門坎を知る機会になっただけではない。石門坎民族中学校
の創始者の朱煥章の娘である朱玉芳へのインタビューによって、張坦の本の出版は、彼女にとっ
て自らの過去を再評価するきっかけになったことがわかった。 
朱玉芳によると、1992 年にほかの姉妹と一緒に威寧に住んでいる母親を訪ねた時、中学校の教
員に出会い、｢貴方たちの父親、素晴らしい方です。お子さんとして、彼の回想録を書いたら｣と言
われたそうである。その教員の言葉に励まされた一方で、父親の回想録を書くかどうかが姉妹の間
でかなり議論された。それは、父親が粛清運動の圧力に耐えきれなくなって自殺したこと、また、自
分たちが彼の子供として、文革などの社会運動によって散々打撃を受けてきたことを考えると、自ら
書くことはつらいと感じていたからだ。しかし、張坦の本を読んで、朱玉芳の考えは変わった。 
 
｢1993 年、張坦先生が『“狭き門”前の石門坎』を出版しました。その本の中で、張坦先生は
私の父親をその時代の西南中国における『ミャオ族教育家』と高く評価してくれました。我々
はそれを見てから、『書けるのだ、書こう！』と決意しました。ほかの人ですら父親のことを書
きました。ならば、我々に書けない理由がないです｣。88 
 
朱玉芳の話によると、父親の伝記を書くことを決めてから、資料を収集するために彼女が夫の陶
紹虎と一緒に石門坎やその周辺の地域を訪ねた。人びとの反応は熱心で、｢朱校長のことならば
私がよく知っていますよ｣と色々教えてくれたという。2007 年、朱玉芳夫妻は入手した資料と聞き取
りの結果にもとづき、朱煥章の伝記を書き上げて出版した89。 
                                                                    
83 張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木) 石門縁旅館にて 
84 张坦(1992)《“窄门”前的石门坎－基督教文化与川滇黔边苗族社会》云南教育出版社. 
85 ChinaAid｜｢贵州省中共宗教干部、活石教会会友张坦谈“贵阳活石教案”｣ 
  http://www.chinaaid.net/2015/12/blog-post_92.html 2017 年 12 月 16 日閲覧 
86 張洪徳へのインタビューより、2017 年 3 月 5 日(日)、張洪徳の自宅と葛布教会とその事務室にて 
87 張坦は自著のなかで 3 つの問いを提起した。第 1 に｢なぜ儒教が 2000 年かけてもミャオ族を教化できなかった
一方で、キリスト教が 20 年間でミャオ族という民族全体の入信を達成したか｣、第 2 に｢宣教師の資金力が小さかっ
たのに、なぜ短期間で『海外天国』を作りあげたか｣、第 3 に｢なぜ『シオン聖地』のようになった石門坎が無名になっ
た一方、(石門坎の循道公会)同時期に(貴州に)入ってきた内地会は著しく発展してきたか｣(括弧内は筆者注)であ
る[张 1992]。第 2 章の記述を踏まえれば、その 3 つの問いの提起には論理性を欠き、言いすぎたことも多くあること
がわかる。一方で、今でも研究者と地元住民にしばしば言及されている。 
88 朱玉芳へのインタビューより、2017 年 3 月 11 日(土)、朱玉芳の自宅にて 
89 朱玉芳(2007)《云南苗族文化丛书 光华之子:我的父亲朱焕章》云南民族出版社. 
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なお、朱玉芳夫妻は、自らの過去を再認識するきっかけとなった張坦を感謝の気持ちで訪問し、
互いに知り合った。石門坎の過去の出来事に興味を持つほかの研究者も張坦の紹介を通して朱
玉芳夫妻にインタビューできるようになった90。そのように、石門坎に関心を持つ知識人と地元の人
びととの絆が築かれてきた91。 
鬼頭[1996]が指摘するように、外からきたよそ者は、地元住民が自ら持ちにくいより普遍的な視
野で見ることができるため、ある地域の価値を見つけることができる。その価値を地元住民に伝えて
いくことは、地元住民が自分の生活の場を再評価することを促す。張坦のように、改革開放の直後
に石門坎へ足を運んできた知識人たちは、このようなよそ者の役割を果たしたとも言える。他方、石
門坎の研究で、宣教師の影響力だけでなく、ミャオ族知識人や民族リーダーの役割に注目したも
の92も現れたことから見ると、朱玉芳のようなミャオ族の子孫自らの発信は、石門坎における教育成
果と地域振興の歴史を検討する学者や知識人にとって重要な手掛かりになったとも考えられる。 
 
1.2 外国人の出入り  
石門坎によそ者が訪れるようになったとはいえ、政府が石門坎をその土地以外の人びとに開放
したわけではなかった。特に外国人については状況が複雑になる93。 
外国人に対する政府の態度は、宣教師の子孫の訪問申請への対応に表れる。1991 年から、か
つて石門坎で活動していた宣教師たちの子孫が、石門坎を訪問するために政府に申請し続けた。
それらの申請に対して、政府は雨期における道路の安全問題への懸念を挙げて拒否した。また、
宣教師の Pollard と Goldsworthy94の墓が文革の時代に破壊されてから修復が行なわれてなかった
ことも拒否の理由に挙げられた95。宣教師の砕かれた墓を彼らの子孫に見られるのは良くないと考
えたからである。 
石門坎は威寧県庁所在地の都市部からかなり遠く、県が事業の実施や管理をするにはコストが
かかるため、石門坎の宣教師の墓の再建は行政主導で行ないにくい96。一方で、訪問の申請を拒
否し続けると、政府ないし国への評判に悪い影響をもたらす恐れがある。そして、早めに墓を再建
したほうが国際的な友好関係の構築にも有益だと認識されるようになった。1992 年に、政府は墓の
再建を行なった。3 年を経て、Pollard と Goldsworthy の墓が再建されるとともに、その新しい墓は威
寧県の文化財に指定され、宣教師の子孫の訪問も受け入れられるようになった97。 
                                                                    
90 香港中文大学教育学院の文学修士号と哲学博士号の取得者の張慧真はその例である。著書:《族群身份的论
述:石门坎花苗知识分子的个案研究(1900-1949)》（2009 年、民族出版社）。 
91 研究者と地元住民の絆が深いことがフィールドワークを通してわかった。代表的なのは中国社会科学院の研究
者の沈紅と彼女のチームである。沈は長年にわたって石門郷へ足を運び、ミャオ族の主体性の育成と石門坎の貧
困問題の解決とをつなげようとした。沈が石門郷の政府や村人とよく知り合っており、村人に多くの援助プログラム
をもたらした。そして現在は沈の代わりに、その門下生が石門郷の国勢調査を担当し、石門郷の教育や貧困問題
などをテーマとして取り上げた人が 3、4 人いる。 
92 例えば、［沈 2007、张 2012]。 
93 取材や調査にきた民間人は、村の政府職員に身分証明書を提示させられることが 2000 年以降もあった。外国
人の場合、石門坎に入るための申請制度は具体的にどのようなものであり、いつまで続いたかははっきりわからな
い。一方で、後述するように、外国人の訪問申請が拒否されたことは文献やインタビューで言及されている。少なく
とも 1990 年代において、石門坎を訪問したい外国人は政府に知らせることが要求されたと考えられる。 
94 Reginald Heber Goldsworthy (“高志華”、1896〜1938)。イギリスの牧師の家庭出身の宣教師である。石門坎で
宣教していた時、山賊にナイフで刺され、重傷を負って亡くなった。彼の遺言にしたがって、Pollard の隣に埋葬さ
れた。 
95 王宇へのインタビューより、2016 年 8 月 9 日(火)、王宇の自宅にて 
  王宇は、当時の宣教師の墓の修復に参加した政府職員である。 
96 趙志へのインタビューより、2017 年 2 月 17 日(金)、石門坎文化遺跡群にて 
97 1995 年 9 月 7 日から 9 日 9 日、威寧県政府がイギリスの｢中国教会の友｣(The Friends of the Church in China 、
FCC)の訪問団を接待した。Pollard と Goldsworthy の子孫が訪問団にいた。接待の内容は、石門坎教会をはじめと
する教会の見学、Pollard と Goldsworthy の墓の参拝、自然景観の観光と信徒との懇親会などであった[威宁彝族回
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一方で、宣教師の子孫の訪問申請より前から、石門坎の地元住民が墓の修復への要望を出し
ていたのである。石門坎の発展に寄与した宣教師やこの地の出来事を心に刻んで忘れないように
するため、墓の修復は省内の会議で数回提案された[马 2016:338]。しかし、それらの提案は政府
の承認を得られなかった。1992 年、墓の修復を外国人の訪問を契機に承認し、さらに墓を文化財
に指定したことは、必ずしもキリスト教による布教の文化的価値を認めたわけではない。むしろ外国
人であるよそ者の目線に圧力を感じた妥協の結果だと考えられる。 
外国人の訪問への対応は国際関係の問題に発展する恐れがあるので、政府は友好的な態度を
示す必要があった一方で、地域の情報と政府の面子を守るには外国人に注意を払わなければな
らないため、ジャーナリストをはじめとする海外からの訪問者を拒否することはその後もしばしば起
きていた98。1990 年代後半から、宣教師の子孫を中心とする外国人の訪問に対する行政側の警戒
が緩和してきたという。石門郷の年豊村99出身の 20 代女性、葛小艶は自分が就学した 2002 年より
以前に、年豊村にやってきた外国人に関する記憶を以下のように述べた100。 
 
｢はじめて外国人を見た時は幼かったし、なぜ彼らが全然違う顔をしているのかと驚きばっか
りでした。しかも、目がこんなに大きくて、怖かったですよ。外国人は、石門坎のミャオ族の手
作りの民族衣装が好きですね。なので、ミャオ族が自分の作った服をプレゼントとして外国
人に贈ったことがよくありました｣。 
 
そのような見知らぬ人びとへの好奇心とともに、外国人と接することへの緊張感を覚えたという。 
 
｢先生101や外国人が遠くから多く来たのですが、ここで何を見ようとするのかがよくわからなか
ったですよ。彼らには教会を訪問しにきたと言われましたが、その時は特に何も考えなかっ
たです。我々が街で歩いていた時、偶然に真正面から『一行』の先生らが歩いてきて、それ
が怖くてね…『歴史なんて何も知らないわ！先生らに何か聞かれたらどうしよう、答えられな
いわ！』と思って、超速いスピードで逃げてしまいました！はは！｣。 
 
外国人の訪問に政府側は警戒感を抱えていたのに対して、地元の人びとは戸惑いを感じてい
た。今になって、一部の地元住民、特に若者は外国人がわざわざ石門坎にやってきたことを誇るよ
うになったが、その当時、家庭や学校で石門坎の過去の出来事について教わることがなかったた
め、中国の普通の農村なのに、なぜ外国人が来るのか疑問に感じたのである102。 
                                                                                                                                                                                                      
族苗族自治县志编纂委员会 2014]。 
98 楊華明へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、楊華明の自宅にて 
99 石門坎より有名ではないが、年豊村の蘇科寨は初めてのミャオ族医学博士の呉性純の出身地である。石門郷
には 2 つの教会があり、1 つは石門坎教会であり、もう 1 つは蘇科寨教会である。 
100 葛小艶へのインタビューより、2017 年 2 月 9 日(木)、貴陽市のレストランにて  
  葛小艶の家族は、威寧県石門郷年豊村蘇科寨唯一のイ族である。上には兄姉が 3 人いて、葛小艶は一番上の
姉より 20 歳年下である。8 歳頃に年豊小学校に通っていた。年豊小学校の学級は 4 年生までなので、5 年生から
はより遠い雲炉小学校を通いはじめた。2015 年から、福建にある 3 年制専門学校でグラフィックデザインを勉強して
いる。 
101 ここでいう｢先生｣は、学校の教師や研究者だけでなく、都会からやってきた見知らぬ人びと、もしくは外国人を
連れて村を訪ねた普通の人のことも指している。 
102 王雪へのインタビューより、2017 年 2 月 14 日(火)、王雪の自宅にて  
  王雪は 20 歳代前半のミャオ族女性である。かつてのミャオ族リーダー楊雅各の次男(楊漢中)の長女(楊華銀)の
孫である。15 歳の頃に父が亡くなり、母、姉妹 4 人と祖母と一緒に住んでいた。18 歳で深圳へ出稼ぎに行った。深
圳の工場で、あるキリスト教徒と知り合ったのをきっかけにキリスト教徒になった。19 歳の時に 4 年制の神学院に入り、
2015 年卒業。その後石門坎に戻り、石門坎教会のボランティアをやりながら実家で農業に従事している。 
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1.3 NGO による地域支援 
政府は宣教師の子孫に対しては歓迎と警戒という二律背反な態度をとったものの、同じ｢外国
籍｣である国際 NGO には、最初は明確に歓迎する姿勢を示した。1990 年代に入ると、政府と契約
を結んで、当時の石門坎の深刻な貧困問題に対処しようと、国際 NGO は相次いで石門郷で活動
をはじめた。貧困状態を改善するために、井戸掘り、農業・畜産の技術支援などのプロジェクトが多
く行なわれた。 
石門坎で活躍してきた国際 NGO として、OXFAM103、CARE 104、ID105等の名が挙げられる。代
表的なのは OXFAM である106。OXFAM は元々イギリスで発足した NGO であり、石門坎の現地活
動は、OXFAMの香港支部(以下OXFAM・香港と表記)107が担った。以下では、OXFAM・香港の事
業の展開を紹介する。 
張国輝によると、1993 年に、OXFAM・香港の代表者 Pniuo Bennnoun 108と Irene Bain 109が石門
坎に視察にきた。彼らは友好的で、中国語を話すことができた。当時は宣教師の Pollard と
Goldsworthy の墓がまだ修復されていなかったため、張国輝は墓の話をしないようにと政府から指
示された。もっとも、Bennnoun らはそうした事情を理解しており、何も聞かなかった110。 
国際 NGO が最初に石門坎にやってきた時の代表者は主に外国人であったが、プロジェクトの
定着に伴って、事業の担い手になったのは現地で採用した中国人のスタッフだった。特に 2000 年
代半ばに、国際 NGO とそのほかの援助を行なってきた民間団体が石門坎から次々に撤退した後、
民間による石門坎の援助プロジェクトは元々の国際 NGO ではなく、中国人スタッフの個人の力に
よって行なわれている。 
                                                                    
103 OXFAM(“乐施会”，Oxford Committee for Famine Relief)は、1942 年に、｢オックスフォード飢餓救済委員会｣と
して立ち上げたことから始まり、世界における貧困と不公平問題をめぐって活躍している国際 NGO である。 
104 ケア・インターナショナル(“凯尔国际”，Care International federation)は 1945 年に、アメリカで設立された人道
援助団体｢Cooperative for American Remittances to Europe｣から発足。活動範囲の拡大に伴い、1982 年には、｢ケ
ア・インターナショナル｣として独立した事務局を設置し、援助対象地域は 70 ヶ国を超える。 
  Home Page｜care－International.org 
  http://www.care－international.org 2017 年 12 月 16 日閲覧 
  1986 年 10 月，国際 NGO の代表者と国連開発計画(UNDP)の代表が威寧県を視察に訪れた。翌年 2 月には、
中国政府代表団と CARE の代表者が、アメリカのニューヨークにて威寧県の援助プログラムの契約を結んだ[威宁
彝族回族苗族自治县志编纂委员会 1994:27]。 
105 ID(“法国発起発展協会”、Initiative Development) 
  CHINADEVELOPMENTBRIEF|法国发起发展(Initiative Development ID)  
  http://www.chinadevelopmentbrief.org.cn/news-12883.html 2017 年 12 月 16 日閲覧 
106 OXFAM の石門郷での事業の数がほかの NGOより多く、現地との馴染みも深かった。2007 年前後、OXFAM は
石門郷から去ったが、栄和村における OXFAM の事務室だったところが今でも｢“乐施会”｣(OXFAM の中国語訳、
筆者注)という名前が残っている。以上のことから、石門坎においては、ほかの NGO に比べると OXFAM の影響力
がより強いと考えられる。 
107 香港に OXFAM が設立されたのは 1976 年である。1987 年に中国大陸での最初のプロジェクトを広州で実施し、
1992 年に｢中国発展基金｣を設立した。 
  乐施会 OXFAM｜关于乐施会  
  http://www.OXFAM.org.hk/sc/aboutOXFAM.aspx 2017 年 12 月 16 日閲覧 
108 Pniuo Bennnoun(“费立波”，生年不明～1994)、オーストラリア人。Bennnoun は元々、CARE の中国における初
代の代表者として、1986 年に威寧で農業の事業を促進させた。1989 年の天安門事件によって、CARE は中国から
撤退することになった。当時、石門坎の支援プロジェクトが進行中だったため、Bennnoun は OXFAM・香港に参加し
た。OXFAM・香港の初代の中国大陸代表になり、石門坎やほかの西南中国の貧困地域で援助活動を行い続けた。
その翌年の1994年、Bennnounは病死した。Bennnounの親族は彼の遺言にしたがい、その骨灰を三分の一ずつに、
彼が赴任していた貧困地域−−雲南の禄勧と瀾滄、貴州の石門坎−−に埋めることにした。  
109 Irene Bain(“白爱莲”, 生年不明)、イギリス人。Bennnoun の同僚。 
110 張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木)、石門縁旅館にて 
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知識人や外国人のように、よく知られている石門郷の歴史的な名所を一時的に訪問するよそ者
とは異なり、NGO スタッフは支援事業を推進するために、長い期間をかけて石門郷全体を視察し、
地元住民と頻繁に交流する必要がある。そのような NGO スタッフの目に映る石門坎像はどのような
ものか。筆者は、10 年以上活動してきた OXFAM・香港の石門坎の現地スタッフ、何雲を訪れて話
を聞いた111。 
何雲は OXFAM・香港の仕事に携わる前に、石門坎の出来事や Pollard の話を全く知らなかった
という。彼女が OXFAM・香港に参加したのは、1999 年に初めて石門郷を訪れた時に村人の貧しさ
に驚いたからである。石門郷での OXFAM・香港の人手が足りなかったため、活動は困難だった。
｢その仕事があまりにもしんどかったですよ。数年間で歩いた山道は、ほかの人が一生をかけて歩く
ほどの量でした｣と、威寧県の都市部出身の何雲は苦笑しながら語った。2000 年に入っても、石門
坎の生活環境の厳しさは 1980 年代とあまり変わらなかったと言える。交通の便が悪い石門郷では、
車の通れる道がほとんどなく、どこに行くにも歩いていくしかなかった。  
OXFAM・香港の活動を何年かやるうちに、何雲はPollardの功績を耳にした。一方で、少数民族
の文化や宗教に関心を持つ学者とは違って、何雲は Pollard を宣教師としてではなく、｢1 世紀前の
NGO スタッフ｣として捉えた。 
 
｢地元での事業が進んできて、Pollard のことも知りはじめました。彼が(石門坎でやったこと
は)我々の後のプロジェクトと同じ発想で、しかも 1 世紀より前から行なわれたのです。(中略)
いや、むしろ、彼のほうがより先に進んでいたのです。Pollard が作った学校には農地があり、
その農地の生産物は学校を支えていました。(中略)Pollard が今でも皆の記憶に残ったのは、
彼がやったことが人びとに本当の利益をもたらしたからですよね｣。（括弧内は筆者注） 
 
何雲と同じように、Pollard の価値を NGO の角度から捉えているのは李爽である。李爽が最初に
石門坎を訪れたのは 2002 年だった。長年にわたって NGO 活動に参加してきたが、2007 年に香港
の NGO 団体｢無国界義工｣112の事業に携わって、現在は石門坎の児童の福祉をめぐる支援活動
を中心に活動している。インタビューの時点で、石門郷における児童援助の対象者は 200 人を超
えたという113。 
しかし、貧困や教育問題に取り組んでいる何雲とは異なり、李爽は、泥沼化した貧困状態にお
かれている人びと、特に少数民族にとって重要なのは自らの生活様式と独自の思い、いわば彼ら
の文化やアイデンティティを他者に理解してもらうことだと考えている。そのような思いで、李爽は貴
州省や雲南省のミャオ族を中心に少数民族の教会活動、伝統行事、口述史などを写真や映像で
記録し続けてきた。それぞれの記録をデジタル化してインターネットで配信し、雲貴高原において
最も貧しいミャオ族を知ることができるプラットフォームを立ち上げ、文化的偏見を是正したいという
                                                                    
111 何雲へのインタビューより、2016 年 8 月 15 日(月)、何雲の自宅にて 
112 ｢無国界義工｣(VOLUNTEER SPACE)は｢国境なきボランティア｣を意味する。2000 年 8 月に、ボランティア活動
に熱心に参加する社会人、福祉士、学生などに、活動する団体として設立された。2004 年に正式に NGO として登
録した。 
  無國界義工｜Volunteer Space  
  http://www.volunteer.org.hk 2017 年 12 月 16 日閲覧 
113 李爽へのインタビューより、2017 年 2 月 3 日(金)、貴陽市内の喫茶店にて 
  李爽、貴州省貴陽市に在住する 40 代の漢族男性。2002 年に友人に誘われて、｢石門坎がどんなところなのかが
分からないけど、別に用事がない｣ので、初めてに石門坎を訪ねた。そこで、張国輝と出会って、彼のところにある
威寧県の地方誌を読んでから、石門坎のことを知りはじめたという。その翌年に、OXFAM・香港が主催した石門坎
の研修に参加し、様々なボランティアや NGO スタッフと出会い、何雲とも知り合った。 
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のは、李爽の最も強い思いだと言える。それを踏まえて、李爽は｢石門坎に近寄る｣114というホーム
ページを運営し始めた。彼の運営のもとで、｢石門坎に近寄る｣は石門坎の歴史や文化、また貧困
状況に関する情報の共有に大きな役割を果たしている115。 
他方で、NGO 活動も円滑に進んだわけではない。前述した張坦は、本を出版した後に石門坎
の地域振興の NGO に携わるようになった。彼は NGO 活動には一定の成果があると肯定的に評価
する一方で、20 世紀初めに石門坎にやってきた Pollard に比べて、現在の援助はより多くの資金を
持ち込んで、より優れたモノや技術を提供しているにもかかわらず、石門坎の人びとの生活には本
質的な改善がなかったと述べた。さらに、地元住民が援助に依存している現状も深刻であり、それ
は独自の生存の道を開いた石門坎の先祖たちにとって一番見たくない状況だと、残念な気持ちを
表した116。 
事業の進展とともに OXFAM・香港をはじめとする NGO の影響力が現地で強まり、多くの地元住
民に感謝されているものの、そのような影響力は政府の警戒と摩擦につながった。ネット上の写真
の掲載によって、石門坎の貧困状況が広まることは政府の面子に関わるという理由で、李爽が行
政側に注意されたことも少なくないという。一方で、石門坎の現地NGOスタッフは、行政側による圧
力を受けながらも、マイクロファイナンス、インフラ整備、インターネットの発信や教育支援などを行
なってきた。少数民族の貧困問題と文化伝承への憂慮を抱えている NGO スタッフの努力によって、
地元住民の生活がある程度改善され、石門坎もより知られるようになったと言える。 
 
1.4 卒業生の熱意と新たな絆 
学者や NGO の発信によって、宗教・民族・文化・貧困といった様々なテーマに関わる石門坎は
脚光を浴びるようになったが、石門坎の歴史的・文化的価値をめぐる議論が最高潮になったのは
2005 年前後である。2005 年は、20 世紀初めに宣教師の主導のもとで作られた石門坎光華小学校
と石門坎教会の創立 100 周年の記念の年である。本項は学校の慶祝活動の経緯について述べ
る。 
石門坎の小・中学校の校長や教師といった教育関係者は、2005 年という特別な年に学校の慶
祝活動を行なうことが必要だと考え、2000 年から慶祝活動について政府に申請していた。開催す
るかしないかについて、政府の態度が不明確なままだったが、2005 年になって政府はイベントを開
催しないと決定した[王 2007]。 
一方で、政府の支持がなくても、さらに政府に反対されても、石門坎の教育に貢献した人びとの
ために学校の創立を祝うべきだという民間人の熱意があった。雲南省の昆明に住む卒業生の提案
で、石門坎の周辺地域に散在している校友、または校友以外の石門坎に関心を持つ人びとは光
                                                                    
114 ｢石門坎に近寄る｣(“走近石门坎”www.shimenkan.org)。NGO 出身者たちがサイト名を付ける時、わざわざ｢入
る｣(“走进”)ではなく、｢近寄る｣(“走近”)のほうを選んだという。その理由は、｢『近寄る』は他者の傍観で、『入る』は
立場が転換｣するというニュアンスになる。このサイト名を見るたびに、石門坎を援助しようとする人びとは本当に地
元住民の立場で物事を考えているかを常に自省しようとすることが望まれている｣からだ。  
  走近石门坎｜石门坎的救赎 
  http://www.shimenkan.org/book/jd/ 2017 年 8 月 30 日閲覧 
115 ｢石門坎に近寄る｣に進行中の援助プロジェクトの詳細や石門坎に関する記事、写真を公開しつづけている。さ
らに、それぞれの作者の許可を得た上、石門坎関連の書籍・文章の原稿を提供してもらい、｢石門坎に近寄る｣に掲
載している。したがって、石門坎に関する有名な著書がほぼ全てそのサイトで無料で閲覧できる。2017 年 8 月 30 日
現在、｢石門坎に近寄る｣の内容は 7 つのコーナー(｢石門文集｣、｢石門写真集｣、｢石門坎記録｣、｢ドキュメンタリー｣、
｢ミャオ族語小講座｣、｢参考資料｣、｢特別援助｣)に分かれており、著書、研究、紀行文、写真、映像など様々な形で
石門坎の関連記録がネット上に公開されることで、石門坎を知るための重要な情報源にもなっている。 
116 走近石门坎｜石门坎的救赎 
   http://www.shimenkan.org/book/jd/ 2017 年 8 月 30 日閲覧 
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華小学校の創立 100 周年を祝うために石門坎に集まり、｢校友会｣を開催した117。 
2005 年当時、石門坎民族中学校の校長を務めていた周春（イ族）は、校友会の開催に協力する
のは自分の責任だと考えた。過去 1 世紀の間に、石門坎の発展に貢献した人びとに敬意を示すた
め、行政側の圧力があるからといって校友会を中止するわけにはいかない。むしろ、それでも校友
会を開催する決意をすることで、自分は存在している価値があると思ったのである118。 
周春の話によると、校友会に集まってきた卒業生などの関係者は、石門坎への思い入れの非常
に深い人びとである。周春は、卒業生の石門坎への愛情に感動し、自分自身も石門坎が独特な過
去を持つ大切なところだと思うようになった。さらに、そのような真摯な人びとのために何かをやって
あげたいという気持ちが浮かんできた。 
 
｢印象的なのは、その時(2005 年)の石門坎って、2 つの『旅館』しかなかったですね。旅館と
はいえ、トイレが付いていません。皆さんがトイレに行きたいならトウモロコシの畑に行くので
すよ。1 人の記者がその『旅館』に一晩泊まったら、ノミに刺されて大変になりました。皆さん
がわざわざ来たのに、特に年配者の場合は、旅館が泊りにくくて帰ってしまったのです。な
ので、2006 年頃に、私が部屋を建て直す時には二階建てにしました。つまり、皆さんが泊ま
ってもらえるところを作りたかったんですね｣。119（括弧内は筆者注） 
 
その後、彼は自宅を旅館として経営し始めた。宿泊の場合は特別に、石門坎を研究する者を対
象とする宿泊料金の割引がある。多くの研究者が泊まったことで、旅館は｢研究者の寮｣とも呼ばれ
ていた。周春は、旅館の経営によって同じように 20 世紀前半の石門坎の教育成果に感銘を受けた
人びととの交流を楽しんでいる。様々な人が石門坎で出会うという縁を大切にするという意味で、旅
館を｢石門縁｣と名付けた。｢石門縁旅館｣は、石門坎に関心を持って遠くからやってきた人びとが泊
まって、ゆっくり話し合える重要かつ唯一の場だったと言える。 
 
1.5 キリスト教徒と｢聖地化｣  
校友会の開催とともに、光華小学校と同年に設立された石門坎教会でも設立 100周年の記念活
動が行なわれた。石門坎周辺の多くの教会から千人以上のミャオ族が集まったという（図 4）120。 
2000 年代後半から、石門坎周辺のほかに、他地域から石門坎に足を運ぶキリスト教徒も増えて
いる。フィールドワーク中も、北京、浙江、雲南の昆明や昭通などといった中国の他の省・市からき
たキリスト教徒に多く出会った。他地域のキリスト教徒によって行なわれた支援活動も色々あるが、
前述した教育や貧困の問題に関心を持つ知識人や NGO とは異なり、キリスト教徒は信徒の礼拝
の環境を改善するための支援も行なってきた。2004 年にマカオの信徒の寄付によって新しく建て
られた石門坎教会はその一例である。 
キリスト教徒からみると、石門坎が奇跡的な発展を遂げた場所になったのは、キリスト教徒の信仰
心が篤かったからである。さらに言えば、石門坎自体は、キリスト教の信仰による社会救済の証しで
                                                                    
117 校友会には、昆明、昭通、怒江、彝良といった石門坎の周辺地域に散在する石門坎小・中学校の卒業生、石
門坎に関心を持つジャーナリストや知識人、イギリスからきた宣教師の子孫を含む。2005 年 11 月 15 日という学校の
創立の日に開かれた最初の校友会の出席者は約 60 人だった。 
  走近石门坎｜记念石门坎光华小学校百年华诞的活动会报 
  http://www.shimenkan.org/book/f/a/ 2017 年 5 月 26 日閲覧 
118 周春へのインタビューより、2017 年 2 月 26 日(日)、石門縁旅館にて 
119 周春へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門縁旅館にて 
120 呉従国へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門坎教会にて 
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もある121。石門坎で支援を行なっているキリスト教徒は、1 世紀前の Pollard をキリスト教徒の模範と
し、石門坎をキリスト教の無我や博愛の成果を見学する場として捉えている。支援を通して、石門
坎の人びとの生活改善だけでなく、キリスト教の教えを自ら実践し、教えの意義をより深く理解する
ことも望んでいるという122。 
 
 
図 4. 記念活動に集まったミャオ族信徒（出典：[陈ら 2012:89]、撮影：2005 年 11 月 12 日) 
 
信徒の来訪と積極的な発信によって、石門坎はキリスト教信仰の力を示す聖なる場所としてのイ
メージが強まっている。しかし、第 2 章 3 節で述べたように、改革開放前後の石門坎において、キリ
スト教は厄介なものとして見られていた側面がある。石門坎のキリスト教信仰を復興させたのは
Pollard らの循道公会ではなく内地会であり、その主な担い手は、1904 年に威寧県に隣接する赫
章県の葛布村で設立された葛布教会の信徒である。宗教信仰の面からみれば、葛布教会は石門
坎教会と同様に文革で散々打撃を受けたものの、宗教活動を続け、改革開放以降ではキリスト教
を復興するために、石門坎を含む貴州省の多くの地域に伝道員を派遣していた123。葛布教会は貴
州省内の最大のミャオ族の教会にもなった[贵州省地方志编纂委员会 2005:470]。礼拝の参加者
は石門坎教会の 3、4 倍以上で、ほかの宗教的な活動も積極的に行なっているため、葛布村とその
周辺地域では強い影響力を持っている124。一方で、石門坎と違って、信仰心の篤い信徒を支援す
るために葛布教会を巡礼するキリスト教徒はほとんどいない。 
また、ミャオ族知識人の子孫の多くは石門坎の教育成果を先祖の向上心と努力の結果だと解釈
したのに対して、キリスト教徒はそれを信仰の力による産物と理解している。しかし、キリスト教信仰
は必ずしも教育成果につながるわけではない。葛布教会の例をみると、信徒の信仰心が篤いもの
                                                                    
121 石門坎教会の礼拝における教会の責任者や他地域のキリスト教徒のスピーチの内容より。 
122 張錫安へのインタビューより、2017 年 3 月 8 日(水)、張錫安のオフィスにて 
123 葛布教会教務課へのインタビューより、2017 年 2 月 12 日(日)、葛布教会事務室にて 
  張洪徳へのインタビューより、2017 年 3 月 5 日(日)、張洪徳の自宅にて 
  張洪徳、60 代の男性、ミャオ族のキリスト教徒。葛布教会の第 7～11 期(1 期は 3 年、計 15 年)の責任者である。
先祖の張彼得は、葛布村とその周辺地域の著名人であり、James Adam(注 29)の布教活動の協力者である。 
124 2 回目のフィールドワークで、2 つの教会の礼拝の参与観察を行なった。天気によって、礼拝の参加者数が左
右された可能性があるが、2 つの教会の活動の規模に差が見られる。石門坎教会の礼拝の参加者は約 6、70 人だ
ったのに対して(2 月 26 日日曜日)、葛布教会では 300 人を超えた(3 月 5 日日曜日)。石門坎教会の礼拝では後半
から、手洗いや警備室の修繕費の話が中心になったが、葛布教会は最後まで聖書や頌詠に関する感想を共有し
ていた。様々な寄付が集まってきた石門坎教会に比べ、葛布教会は完全に信徒の献金と自力で運営されているに
もかかわらず、教会の規模が大きく、椅子や扇風機なども整備しており、聖歌隊や聖書の自習グループの活動も定
期的に行なっている。 
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の、石門坎のように多くの人材を世に送ってはいなかった。その違いは、循道公会と内地会による
教育への捉え方の相違にあると考える。循道公会が教育による教徒の自立性を重視したのに対し
て、内地会は教育を「聖書を読むための道具」だと位置づけている。元葛布教会責任者の張洪徳
は、教育に力を入れすぎると、信仰は社会や政治と関わってしまい、信徒の心は動揺しやすい不
純なものになると主張した。石門坎の文化水準が高かったのは事実だが、信仰の面からみると、教
育に力を入れすぎたことによる失敗例だと語った125。 
Pollard の物語が有名になった石門坎は、結果として信仰心による奇跡的な地域振興の場という
イメージに結びつけられたことで、他地域のキリスト教徒による多くの関心と支援を受けてきた。そ
れらの支援は、石門坎のキリスト教徒の宗教生活に色々な意味で変化をもたらした。1948 年の大
地震の影響で創設時の教会が崩れてから、石門坎のキリスト教徒は信徒の家で礼拝したり集まっ
たりすることしかできなかった。前述したようにマカオの信徒の寄付によって教会が再建されたため、
信徒はようやく安定した場所で宗教生活を過ごせるようになった。 
教会の再建をきっかけに、石門坎教会は宗教組織として政府に登録され、石門坎教会の名義
で教会間の交流やほかの教会を接待することができるようになった。それまでの個人間のつながり
を用いた石門坎の訪問とは異なり、宗教団体の往来が活発になった。同時に、政府に活動内容を
報告する義務も生じた。しかし、石門坎教会への支援が増えるとともに、教会の責任者が私腹を肥
やしているのではという噂がよく聞かれるようになった126。汚職の証拠は確かではないが、外部から
の寄付は、教会名義の口座ではなく、教会の責任者の個人名義の口座に振り込まれているのは事
実である127。そうした石門坎教会の経理の不透明さが噂という形ではあるが石門坎の信徒の一部
に不信感をもたらしている。 
 
1.6 活動家の宣伝 
キリスト教徒のほか、現在の社会問題の解決につながるヒントを信仰と教育を結びつけた Pollard
の成功例から見つけようとする民間の活動家も石門坎にやってきた。 
本項では、2010 年以降に石門坎で活動している個人によって創立された｢石門坎教育公益財
団法人｣(“石门坎教育公益基金会”)の例を紹介する。石門坎教育公益財団法人の構成員には、
キリスト教徒以外に知識人や企業家もいるが、信仰の重要性に目を向ける点でキリスト教徒の考え
方に共感している。 
中心人物の陳浩武は、1980 年代の中国金融業界の著名人だが、現在は北京大学の研究員と
いう肩書で活動する場合が多い。陳浩武は2010年頃に石門坎を訪ね、石門坎の地域振興の物語
における信仰の力に感心したという128。信仰によって、中国社会の道徳感の欠如を解決しようと、
石門坎に関わる一連の活動とイベントを進めてきた129。2011 年、陳浩武は同僚や友人を巻き込ん
で、｢石門坎応援団｣(“石门坎后援团”)を設立し、同名の SNS130のグループチャットも立ち上げた。
その趣旨は、｢信仰への敬意｣である。2014 年 5 月、石門坎応援団を土台に、石門坎教育公益財
                                                                    
125 張洪徳へのインタビューより、2017 年 3 月 5 日(日)、張洪徳の自宅にて 
126 呉天慧へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、石門坎農家楽にて 
127 呉従国へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門坎教会にて 
128 北大陈浩武的博客｜｢石门坎:一个信仰与文化改变社会的标本｣ 
  http://blog.sina.com.cn/s/blog_669f7f540101j69x.html 2017 年 12 月 16 日閲覧 
129 基督时报｜｢北大教授陈浩武:基督教历史及在中国的传播｣ 
  http://www.christiantimes.cn/news/14498/北大教授陈浩武:基督教历史及在中国的传播?page=all 2017 年 12
月 16 日閲覧 
130 微信(Wechat)のこと。中国大手の IT企業テンセントによって作られた、現在中国で最も使われている無料インス
タントメッセンジャーアプリの 1 つである。 
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団法人を創立し、ミャオ族の生徒に対する教育支援を中心的な活動とした131。現在では、北京や
上海などの都市にも支部を設立し、ネットワークが広がっている。教育以外の分野でも活動してい
る。2015 年、石門坎光華小学校の創立 110 周年記念かつ Pollard の没後 1 世紀の機会に、石門
坎教育公益財団法人は Pollard の追憶会、宣教師の伝記の翻訳、1 世紀あまりの石門坎の変遷を
ドキュメンタリー映画化する事業を計画した132。同じ年に、中国におけるキリスト教徒の企業家を対
象に、石門坎を中心に巡礼する活動も企画した。目的は、商業主義が行過ぎた中国の企業家の
心の救済であった133。 
陳浩武をはじめとし、2010 年以降、貧困・民族・宗教といった政府にとってセンシティブなテーマ
を抱えている石門坎に目を向けた民間活動家は少なくない。もっとも、陳浩武による事業に疑惑を
感じる石門坎の地元住民はいる134。また、長い間石門坎で活躍していた NGO の李爽も、現在の活
動家による石門坎の歴史や文化の宣伝や事業の進め方を批判的に捉えている135。しかし、政府の
抑圧を受けてきた石門坎は、政府とのせめぎ合いの場でもある。政府と対等に向き合うには、手段
やアプローチを問わず、石門坎に関心を持つ民間人が多様な形で石門坎に関わってくれるほうが
望ましいと、李爽は語っていた136。そのように、政府と「対峙」することによって、異なる民間アクター
の間に一種の「団結力」が生まれたとも考えられる。結果的に、それぞれの興味や関心のもとに石
門坎に集まったよそ者は、その地域に多くの影響をもたらしている。 
 
2 地元住民による受容 
  
  本節では、地元住民がどのようによそ者による影響を受け止めているのか、それは石門坎の歴
史や文化の資源化にどうつながっているかをいくつかの場面を通して説明する。 
 
2.1 解釈の逆輸入  
よそ者による石門坎の文化や歴史への記述は書物やテレビや SNS で流れる映像などの流通に
                                                                    
131 教育の援助には、友成財団法人や機関による資金と技術協力を得て、石門坎でムーク(MOOC、Massive Open 
Online Courses の略称)を展開しようとしたという。具体的には、北京大学付属中学校と人民大学付属中学校の授
業を、インターネットを通して石門坎や威寧、さらに雲南で受講できるようにするものである。2015 年から企画された
が、筆者が石門坎に滞在した 2017 年 3 月までには、そのプロジェクトは実施されなかった。 
132 走近石门坎｜｢石门坎的救赎｣ 
  http://www.shimenkan.org/book/jd/ 2017 年 8 月 30 日閲覧 
133 天天证劵网｜｢长江证券创始人陈浩武离开证券业后:用公益延续理想｣ 
  http://ttzqnews.com/m/view.php?aid=4858 2017 年 12 月 16 日閲覧 
134 不満の例として、石門坎応援団のSNSグループに参加している地元住民の呉天慧の話を取り上げよう。2016年
頃に政府主導のインフラ整備によって、多くの労働者が石門坎に殺到したので、呉天慧は石門坎の街に位置する
自宅をレストランに改装し、商売をやろうと考えた。資金が足りないため、石門坎応援団の SNS グループを通じて、
資金面の支援を求めた。しかし、結果は芳しくなかった。呉天慧は石門坎出身の医学博士、呉性純の子孫であるた
め、SNS グループ内の人が彼女を訪問したこともあったが、200 人を超える SNS グループのなかで誰も支援に応じ
てくれなかったという。呉天慧はその際の募金の呼びかけを通してかなり失望し、｢石門坎応援団とはいえ、石門坎
の誰を応援しましたか。借りたお金をちゃんと返すと言ったにもかかわらず、私たちの願いに対して、グループにい
る企業家やお金持ちは黙っていました｣と、皮肉混じりに述懐した。 
135 李爽は、創立者の陳浩武の熱意を認めているが、石門坎教育公益財団法人の活動に対して主に 3 点を批判し
ている。第一に、多くの活動を行なっているものの同時に様々な失敗も見られる点である。石門坎の地域振興の経
験を持つ NGO にあまり協力を求めなかったことを一因として指摘している。第二に、資金を多く集めているが、財務
状況は不透明である。第三に、石門坎の歴史や文化を宣伝している一方で、現在の地元住民の生活についてあま
りわかっていないことである。 
  李爽へのインタビューより、2017 年 2 月 3 日(金)、貴陽市内の喫茶店にて 
  呉天慧へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、石門坎農家楽にて 
136 李爽へのインタビューより、2017 年 2 月 3 日(金)、貴陽市内の喫茶店にて 
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よって、石門坎に｢逆輸入｣されている。その受容は、とりわけ地元の若い世代に見られる。 
20世紀前半の出来事について、石門坎の6、70歳代の年配者は子供の頃の見聞や両親から聞
いた話を思い出しながらある程度語ることはできる。しかし、そのような記憶は次の世代のミャオ族
に受け止められるとは限らない。前述した弾圧を受けた経験によって、石門坎のミャオ族の子孫は
自分の歴史を否定的に捉え、あまり積極的に語ろうとしないのはその原因の 1 つと考えられる。 
石門坎の現在 2、30 歳代のミャオ族へのインタビューによって、彼らが小さい頃から他地域の学
校に通ったり、ほかの都市へ出稼ぎに行ったりするケースが多いことがわかった。家族と一緒に話
す機会は減り、両親や祖父母も過去を積極的に語らなかったため、家族から石門坎の歴史的な出
来事を知ることが少なかった。 
その一方で、出稼ぎや他の地域で就学している間、偶然テレビやインターネットを通して、はじ
めて故郷である石門坎の歴史を知り、そこから石門坎について勉強し始めた人もいる137。このよう
に、石門坎の若い世代にとって、知識人や活動家などといった石門坎を外側から捉えているよそ
者によって書かれた書物やインターネットでの発信が、自らと関わる過去を学ぶきっかけ、さらには
｢教材｣となっている。 
 
2.2 記憶の想起と再創造 
一方、年配者の中には、学者をはじめとするよそ者の訪問とともに、地元住民から｢歴史の語り
手｣と呼ばれる人びとが現れてきた。前述した周春や朱玉芳のほかに、本章で何度か言及した張
国輝はその代表的な 1 人である。 
幼い頃の張国輝は、Pollard に教わっていた石門坎光華小学校の卒業生である父親といつも一
緒にいた。文革の時期に批判闘争の対象となった父親の｢自白｣138を何度も聞いたため、宣教師や
石門坎の学校の出来事も暗記してしまったという。80 年代以降は、張国輝が石門坎の歴史をよく
知っているため、見学や視察に来た政府職員を接待する仕事に携わってきた。そして、政府職員
だけでなく、興味を持って石門坎にやってきたよそ者にも石門坎の歴史を紹介し始めた139。その結
果、張国輝の名前は次第に知られるようになり、今では｢石門坎の歴史辞書｣と呼ばれている。石門
坎研究をしようとする知識人ならば、張国輝の話を聞くのは定番になった。張国輝の語りを引用し
た文献や記事も多くある。 
しかし、語るというのは、決して単なる情報の一方的な提供ではない。ピーター・バーガーら
[2013]が指摘するように、考える・ことばを選んで表現することは、語り手にとっての主観的な意思を
客観化することでもある140。地元住民がよそ者と積み重ねたコミュニケーションによって、自らの記
憶を喚起し、それを地域の歴史として語ることは一種の再創造とも言える。石門坎の歴史に対する
多様な解釈は、よそ者の捉え方の多様性だけでなく、各々の地元住民が自らの記憶を語っていく
ことによって生まれてきた部分も大きいと考えられる。 
ところで、｢歴史の語り手｣の話はそのまま記録され、広げられるが、それは必ずしも地元で認め
                                                                    
137 石門坎の 2、30 歳代へのインタビューからまとめたものである。 
  葛小艶へのインタビューより、2017 年 2 月 9 日(木)、貴陽市のレストランにて 
  王雪とその家族へのインタビューより、2017 年 2 月 14 日(火)、王雪の自宅にて 
  呉天慧夫妻へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、石門坎農家楽（レストラン）にて 
138 ここでは、主に外国人や革命に反抗する人との関係を告白することを指している。 
139 張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木)、石門縁旅館にて 
140 ことばの能力について、バーガーら[2013:59]は次のように指摘している。｢つまり、ことばは私の主観性を私の話
し相手に対してだけではなく、私自身に対しても〈より現実的〉なものにする、ということだ。私自身の主観性を私に
対して結晶化させ、安定化させるという、ことばがもつ能力は、(若干の修正は伴うが)ことばが対面的状況から分離
された場合でも保持される。ことばがもつこの極めて重要な特性は、人は自分自身のことがわかるようになるまで自
分のことを語らねばならない、という諺のなかによくあらわれている｣。 
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られているとは限らない。次項で取り上げる｢石門｣をめぐる石門坎という地名の由来はその一例で
ある。 
 
2.3 語りの既成事実化             
  ｢石門｣とは、図5の右にある旧街道に通じる集落の出入り口にある門のように見える穴の開いた
岩の景観である。ある有名な｢歴史の語り手｣によると、｢石門｣は昔から存在している天然のもので
あり、その左の階段(“坎”)と組み合わせたことが、｢石門坎｣の地名の由来である。現在、｢石門｣は
石門坎のシンボルとしてパンフレットに載せられ、記念撮影のスポットにもなっている。かつて宣教
師が教育と信仰で開いた｢石門｣を、1 世紀後の今日、誰が再び開くだろうかと、過去を追憶し将来
を祈祷する重要な場所でもある。 
 
 
 図 5. 石の階段(左)と｢石門｣(右)(出典:2017 年 2 月 14 日筆者撮影) 
 
しかし、｢石門｣が天然のものであることを示す史料は見つからなかった141。さらに、｢石門｣自体も
近年の産物であるという話を、石門坎に在住する複数の年配者から聞いた。その中の 1 人、楊華
明は以下のように述べた。 
 
｢天然のものじゃないですよ、あれは。1980 年代に、石門坎の中学校が食堂を作りたいので、
(そのためやってきた)四川の施工チームがそこで石を取ろうとしました。採石の途中で、地元
の年配者に止められて、そのまま今のようになってしまったのですね｣。142(括弧内は筆者注) 
 
｢石門｣は中途半端な施工の産物であることは政府も知っている。しかし、すでに自然にできた景
観として有名になったため、いまさらそれに疑いをかけても意味がないので、｢石門｣の写真や説明
をそのまま使っているという143。｢石門｣の話は魅力的な起源物語として既成事実化されているよう
に、ほかの地元住民の説明との間に相違があるにもかかわらず、有名な｢歴史の語り手｣の個人的
な解釈が｢本当の歴史｣として広がってしまう恐れがある。 
                                                                    
141 石門坎という地名について、20世紀初めから石門坎で活動していたキリスト教の宣教師の Parsons Harry (“張
道恵”，1878〜1952)の息子が書いた文献によると、｢石門坎｣と名付けられたのは、石の階段が上がったり下がった
り、非常に歩きにくかったからだという［Philip,K.P.and Richard,K.P.、未刊行］。中国語では、“門坎”(もしくは
“門檻”)は、敷居の意味である。そのことから、｢石門坎｣というのは、そこに行く途中の階段を｢石の敷居｣のようなも
のと比喩したのではないかと筆者は考えている。 
142 楊華明へのインタビューより、2017 年 2 月 18 日(土)、楊華明の自宅にて 
143 楊世武へのインタビューより、2017 年 3 月 10 日(金)、楊世武の自宅にて 
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2.4 資源化144される有益な｢誤解｣ 
前項で述べたような一種の誤解は語り手の解釈だけでなく、よそ者自身のいわば思い込みによ
って作られることもある。｢石門縁旅館｣を経営する周春によると、旅館に宿泊する学者、キリスト教
徒、政府関係者、民間活動家たちは、異なる目的や興味関心を持ち、石門坎の教育成果やキリス
ト教の影響に対する解釈もそれぞれであり、その中で「誤解」とも言えるものが多くあるという。 
一方で、周春はよそ者の様々な解釈に対して柔軟であることが必要だと考えている。｢正しい解
釈｣とは何か、よそ者が石門坎をきちんと理解できたかというよりは、どうしたら地域の発展に有益か
を考えたほうが有意義だと考えるからである。多様な捉え方があるというのは、異なる背景の人であ
っても、いずれかの解釈を通して石門坎の価値を理解できることである。人びとは自分なりに石門
坎を解釈し、さらに自らの解釈で石門坎の価値をほかの人と共有していくとすれば、それはまさに
石門坎にとっての｢無料の広告｣である。したがって、石門坎が歩んできた道に独自の考えを持つ
周春は、時にはかなり違和感を覚える主張が来訪者の口から出ても、それを否定しようとしなかっ
たという145。 
フィリピンをフィールドにした清水[2007:143]は、イフガオの民族リーダーが資金や協力を得るた
めに、｢呼びかける相手が納得しその心の琴線にふれて強い効果を持つような言葉遣いとレトリック
を意識的に用いる｣ことに積極的な評価を与えた。それは、よそ者の共感を得るような解釈によって、
地元住民が自らの文化を外部者にとっても価値のあるものにする、という｢アウトプット｣による資源
化を促したからである。それに対して、石門坎の事例では、地元住民がよそ者の解釈を戦略的に
｢インプット｣することによって、自分の歴史や文化の資源化の道が広がる可能性を示した。 
本章はここまで、｢よそ者｣というひと括りで、石門坎にやってきた他者にもたらされた地域の変化
を紹介した。先行研究の中には、ジンメルに指摘されたよそ者の「客観性」をもとに地域振興にお
ける彼らの役割を積極的に評価したものがあり[敷田 2005、狭間 2013]、地元住民に比べると、よ
そ者のほうが｢地域資源の商品性を、より相対的に判断できる潜在的な力を有している｣と指摘して
いる[土居 2009:47]。改革開放初期の石門坎を訪問した学者はその典型的な存在だと考えられる。
しかし、本項で示したように、よそ者の一部の見解は地元住民にとっては｢誤解｣もあるが、それは
自らの生活や地域に有益であるかぎり容認されることがある146。よそ者によって客観化された、「資
源化につながる解釈」が受け入れられやすいとも言える。 
以上のように、本節では、よそ者による働きかけが石門坎の人びと、及びその地の歴史や文化の
資源化にどのような影響を及ぼしたのかを、インタビューに現れたいくつかの場面を通して分析し
た。その結果、石門坎の歴史や文化に対する多様な解釈が、書籍・画像などの情報発信や現地で
のコミュニケーションといった「媒体」を通じてよそ者と地元住民の双方によってなされたことがわか
った。ここまで民間アクターを中心に分析を進めてきたが、次節では石門坎における行政側の動向
に重点を置いて述べる。 
 
                                                                    
144 序章で述べたように、本論文では｢人間が働きかけの対象になる可能性の束｣[佐藤 2011:17]として資源を捉え
る。資源化を人間の働きかけによって「あるもの」の有用性を発揮させることだと考える。 
145 周春へのインタビューより、2017 年 2 月 26 日(日)、石門縁旅館にて 
146 もちろん、誤解に対する寛容は無条件なものではない。例として、あるミャオ族の知識人は、石門坎の本に書か
れた内容がミャオ族文化を矮小化したと思って、その作者に電話をして叱責したことがある。また、｢農村教会は遅
れている！『聖書』を重要視する都市教会のやり方を学ぶべきだ｣という都市からやってきたキリスト教徒の主張に対
して、蘇科寨教会の責任者が積極的に反論したこともある。 
  楊世武へのインタビュー、2017 年 3 月 10 日(金)、楊世武の自宅にて 
  呉宗全へのインタビューより、2017 年 2 月 19 日(日)、蘇科寨教会にて 
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3 行政側の動き 
  
本章の 1、2 節では、政府とは直接関わらない民間の人びとの働きかけによって、石門坎の歴史
や文化がより広く知られるようになったことを述べた。それに対して、政府は次第に存在感が増して
いる民間アクターの力を抑えたり、利用したりしながら、行政側の主導性を強化するための様々な
対策を取ってきた。以下は調査から明らかになったいくつかの出来事を取り上げて説明する。 
 
3.1 主導性の強化 
まずは、中国政府が建国以来慎重に対応している外国人について振り返る。既述のように、
1990 年代初めから、政府は宣教師の子孫をはじめとする外国人に警戒心を持ちながらも、対外的
な関係に配慮して Pollard らの墓の修復などを行なった。その後、外国人の訪問もそれほど難しく
なくなった。 
Pollard の家族の石門坎訪問はその実例である。2016 年 8 月、学者、民間活動家、キリスト教徒
などによって構成されたボランティアチームの案内にしたがって、Pollard の曾孫である Blake は石
門坎と周辺の教会を中心に1ヶ月間の訪問を行なった。地方政府の職員はBlakeの言動を把握す
るために随行した。郷政府の説明によると、それは、キリスト教という外来宗教の浸透を防ぐための
監視というより、外国人の身の安全を守ることで、政府の友好的な態度を示したかったからである147。
宣教師の子孫の動きは依然として政府が把握できる範囲に抑えることが求められているが、1990
年代に比べると、政府の対応はより積極的になったと言える。 
他方で、1990 年代から石門坎で様々な援助プログラムの展開してきた国際 NGO に対する政府
の態度は大きく変化した。最初は、政府は貧困問題の解決に協力してくれる国際 NGO を歓迎して
いたが、彼らの現地での影響力が高まるとともに、警戒心を抱くようになってきた。特に、地元住民
は政府ではなく、国際 NGO の恩恵に感謝していることが政府の危機感を促したという148。石門坎
における存在感を高めるために、政府は管理の強化を始めた。2000 年代半ば、政府は石門坎の
国際 NGO のプログラムをほぼ全て政府の事業にした上、国際 NGO に撤退を要求した149。 
 
3.2 文化財の指定と宣教師の再評価 
外国人をはじめとするよそ者への警戒が一定程度続くなかで、この 10 年余り、石門坎の過去の
評価を政府が肯定的に見直すような動きがいくつか見られる。2005 年の校友会の翌年に、｢世紀
の交際｣という名の下で、行政主導の石門坎光華小学校創立 100 周年(実際は 101 年)慶祝会が開
催された。政府の幹部や石門坎とその周辺の住民など約 2、3千人が来場し、盛大なイベントとなっ
た。会の内容は、高官の発言、歌、舞踊など、中国の他地域で政府が主催する慶祝会と類似して
いた。同年、石門坎光華小学校の校舎が全面的に修復され、光華小学校とそのまわりの数箇所の
建築物が貴州省の文化財に指定された。 
また、石門坎に関する文献史料の整理も行なわれた。中国人民政治協商会議威寧イ族回族ミャ
オ族自治県委員会によって、『威寧ミャオ族の百年実録（“威宁苗族百年实录”）』と『威寧文史資
                                                                    
147 郷政府職員である朱心と張国輝の話によると、Blake が石門坎を訪問することを知ってから、政府は雨期で壊れ
た道路の修復を行なった。また、Blake の安全を保障するために、土砂崩れの防止策を施したという。政府は行政
側が石門坎の歴史を重視しているという好意を示すため、Blake を食事に誘ったり招待したりした。 
  朱心、張国輝へのインタビューより、2017 年 2 月 16 日(木)、石門縁旅館にて 
148 何雲へのインタビューより、2016 年 8 月 15 日(月)、何雲の自宅にて 
149 実際は、国際 NGO だけでなく、登録された国内 NGO や影響力のある組織や団体も同じように撤退を要求され
た。現在、石門坎を対象とする支援活動のほとんどは個人によって行なわれているという。 
  李爽へのインタビューより、2017 年 2 月 3 日(金)、貴陽市内の喫茶店にて 
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料第五集・石門特集(“威宁文史资料第五辑·石门专辑”)』150が編纂された。それらの資料集の中
で、かつて帝国主義の文化侵略者と批判されていた宣教師のことを肯定的に評価する文章が掲
載された。書物の出版が一層活発化したほか、100 年慶祝会を機に、石門坎の歴史的・文化的価
値を宣伝するイベントも威寧県のミャオ学会等の政府側の団体の協力によって開催された。 
実は、行政側が石門坎における宣教師の活動を肯定的に評価したのは、2000 年代後半になっ
てからではない。前国家主席胡錦濤151が 1980 年代に中国共産党貴州省委員会の書記を務めて
いた頃に省内のある会議において、以下のように石門坎における Pollard の貢献を述べた。 
 
｢Pollard は科学知識や西洋の文化を広げて、献身的な精神を世に残し、中華民族の人材を
世に送りました。(中略)Pollard は自分の行動で 1 つのことを証明しました。それは、先進的な
科学と文化、苦しみに堪えて奮闘することによって、貧困で遅れた地域であっても、常識を超
える教育水準の発展が実現する可能性です｣。152(筆者訳) 
 
  1985 年のその発言がはじめて公表されたのは、石門坎が民間人の自発的な宣伝活動によって
有名になってきた 2005 年頃だと考えられる153。こうした教育や地域振興の面に重点をおいて
Pollard の貢献を説明することによって、行政側はキリスト教に関わる政治的なセンシティビティをあ
る程度緩めたと言える。 
  同じような観点から、Pollard は威寧県の教科書にも載せられるようになった。県教育局によって
出版された小・中学校の教科書では、Pollard は石門坎の著名人として取り上げられ、国境や社会
階層を超えて愛を社会に献ずる人として描かれている。そして、多くの少数民族が Pollard にもたら
された教育機会を活かし、自分の運命を変えた物語を通して、現在の児童・生徒に自信を与えよう
としている154。しかし、Pollard はそもそも布教活動を行なうために石門坎にやってきた宣教師だとい
うことは言及されていない。 
以上のように、2000 年代から、政府はキリスト教徒や宣教師という立場を巧みに回避し、Pollard
の教育理念や人間としての素晴らしさを中心とする解釈を行なった。石門坎の歴史を肯定的に評
価するようになるにしたがって、石門坎を観光地化する可能性もしばしば議論されていた155。しかし、
                                                                    
150 『威寧ミャオ族の百年実録』は関連の文献や史料にもとづいて威寧県のミャオ族の由来や風習を紹介し、その
歴史を記している。『威寧文史資料第五集・石門特集』は、かつてのミャオ族、政府の幹部および研究者の出版さ
れた文章をさらに取捨選択して編纂されたものである。 
151 中華人民共和国主席(2002 年〜2012 年)。 
152 威宁彝族回族苗族自治县人民政府门户网站｜｢石门坎文化的最早浚源者｣   
  http://www.gzweining.gov.cn/WebArticle/ShowContent?ID=5779 2017 年 12 月 16 日閲覧 
153 既存の文献を見てみると、胡錦濤のその発言は 2005 年 1 月 14 日の『威寧新聞報』から引用したものであること
がわかった[阿 2009]。その新聞を入手できなかったが、筆者が調べたかぎり、それより早く公表されたものがない。 
154 2010 年以降、威寧県教育局は中央政府の教育部が出した「教基（2001）17 号」の規定にもとづき、『五心教育』
の教科書が編纂され、普及に力を入れてきた。五心教育とは、社会主義の核心的価値観を構築する教育活動であ
る。具体的には、①祖国に忠心を献ずる(“忠心献给祖国”)、②社会に仁愛を献ずる(“爱心献给社会”)、③他人に
誠心を献ずる(“诚心献给他人”)、④父母に孝心を献ずる(“孝心献给父母”)、⑤自分に信心を留める(“信心留给自
己”)を内容として展開される[贵州省委宣传部ら 2012:55]。 筆者が石門坎で入手したのは、2012年に雲南人民出
版社によって出版されたバーションである。何人かの生徒の話によれば、『五心教育』の教材は小学 3 年生から中
学 1 年生まで使われている。 
155 その点については、威寧県誌や政府が過去に出した観光計画に反映されている。すでに 2012 年の文献には、
石門坎が｢旅游特色村寨｣の 1 つ(畢節市内には計 8 ヶ所、省内には計 104 ヶ所)として選ばれ、開発の対象とされ
た記録が見られる[貴州省旅行局 2012:21]。また、石門坎を民族文化観光地にするという方針にしたがって、石門
坎の歴史文化遺跡をめぐる保護計画が再編され、『石門郷総計画(“石门乡总体规划”)』、『石門坎文化財修復計
画(“石门坎文物修复规划”)』、『石門坎旅行計画(“石门坎旅游规划”)』などが作成された[威宁彝族回族苗族自治
县志编纂委员会 2014]。しかし、それらの観光計画が実施段階に入ることはなかった。後述するように、在任中の
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山深い貧困地域を開発するには、まず道路や水道・電気など大規模なインフラ整備が必要であり、
巨額の補助金がないかぎり観光開発は実現できない。石門坎に対する行政側の支援策は全くな
かったわけではないが、さしたる成果をあげていなかった。政策による著しい変化が見られたのは、
2015 年に共産党貴州省委員会の陳敏爾書記(当時)が石門坎を訪問してからである。 
 
3.3 貧困撲滅、インフラの整備と人の移動 
陳敏爾書記の石門坎訪問によって、新たな支援策が出された。石門坎で 2015 年から、政府が
資金を注ぎ込んで、郷全体の 2 万人余りの住民の生活改善のため、大規模なインフラ整備や産業
振興が行なわれてきた。2016 年 9 月、陳書記が石門坎を再訪し、石門坎を省内の極度貧困郷・鎮
の 1 つとして指定してから、貧困撲滅の動きは一層活発になった156。道路の整備、商店街作り、立
ち退き先の建設、学校の再建が同時並行的に行なわれてきた。｢2、3 日外出しないと、どっちがど
っちかが分からなくなる｣157と、石門坎の地元住民は工事による街の激しい変化を表現した。街灯
が整備され、｢石門坎の夜が明るくなった！｣｢綺麗でほかの地域とは全然違う！｣と盛り上がる地元
住民の声も聞かれた。筆者は半年間に 2 度のフィールドワークを行なったが、工事によって街が急
速に変わったことを目のあたりにした(図 6 参照)。 
 
 
図 6. 2016 年 8 月(左)と 2017 年 2 月(右)の石門坎商店街入り口(出典：筆者撮影) 
 
開発工事が増えるにしたがって、大勢の労働者が石門坎に入った。それによって、飲食店をは
じめとする店舗が石門坎の商店街で相次いで開店した158。商店街に出店した人の多くは昭通、花
橋、中水などといった石門坎の周辺地域からやってきたのである。中には、長年にわたって中国各
                                                                                                                                                                                                      
職員が｢政績｣を作るための観光計画を除いて、観光計画が実施されなかった理由は、大量の資金の投入が必要と
なることとキリスト教のセンシティブな位置づけにあると考えられる。 
156 2016 年 9 月 8 日、貴州省の貧困問題を徹底的に解決するための｢全省極貧郷鎮定点包幹脱貧攻堅啓動部署
会｣という会議において、省内の 20 の地域が｢極度貧困郷・鎮｣と指定されるとともに、省内のトップレベルの職員 20
人がそれぞれの郷・鎮の貧困撲滅の責任者に任命された。石門坎の貧困撲滅を担ったのは陳敏爾書記自身であ
る[许 2016]。 
157 張芸祥へのインタビューより、2017 年 2 月 20 日、張芸祥の自宅にて 
158 最初のフィールドワーク時点において、商店街に出店した多くは、飲食(28 軒)、日用品(21 軒)と建築関係(18
軒)の店舗である。旅館は増えているものの、施工チームの関係者が押し寄せてきたため、栄和村における旅館は
ほぼ満室の状態になっており、宿泊の予約が取りにくかった。政府の開発について、地元住民は道路の整備によ
って生活が便利になったことを述べた。一方で、労働者が集中しているため、治安面の問題も生じた。また、商店街
の建築プランは、壁の色や屋上の形の統一に限られており、電気と水道の問題は依然として残されていた。 
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地でスーパーマーケットや飲食店を開いてきた経験を持つ人が少なくない。それに比べ、少なくと
も最初のフィールドワークの時点では、元々商店街の周辺に住んでいる住民はこれまで農業に従
事してきたため、商売の仕組みなどが分からず、新規参入するのは難しいという声があった。 
2 回目のフィールドワークでは、行政主導の開発の機運を積極的に利用しようとする人びとがより
多くなっていた。他地域でレストランを経営していた地元住民が、石門坎に戻って出店するケース
も見られた。また、店舗の家賃が倍になったが、収入も増えたことで、石門坎の商店街の景気がよ
り良くなったと考えられる159。今後の商売に向けて店の内装に投資する人もいた。石門縁旅館を経
営している周春もそのなかの 1 人である。 
石門坎のミャオ族は過去の教育成果の点では誇れる時期もあったが、現在は石門坎のほかの
民族(漢、イ、回)に比べて少なくとも経済的には遅れた民族と見られている160。石門坎で多くの飲
食店が開かれたが、ミャオ族の住民が経営するレストランは｢石門坎農家楽｣しかなかったという。店
主の楊志は商売の経験がほとんどなく、自分に商売の才能がないとも言っていた。一方で、民族
や宗教との関わりが今後の商売にとって重要なつながりになるとも考えて、店の経営に希望を感じ
ているという。積極的に人脈を利用し改装の作業を行なったことについて、楊志は以下のように述
べた。 
 
｢去年、雲南のキリスト教徒李さんの寄付によって、ようやく自宅を改装してレストランを開くこ
とができました。今年は親戚や友達からお金を借りて、宿泊施設のほうを整備しました。観光
客がこれから来るかは分かりませんが、うちは売りがありますよ！だって、うちはミャオ族で、
しかも妻は教会の伝道者ですので、助けてくれる人が多くいますね｣。161    
              
以上のように、石門坎の発展を期待して商売に力を入れた人びとが相次いでいる。しかし、客の
中心はあくまでインフラ整備のために流入した大勢の労働者である。建設工事が終わると、現在の
労働者を中心とする客は激減する見通しである。商売の収益が悪くなったら、ほかの地域からの出
店者はまた次のターゲット地域へ移動すれば済むかもしれないが、石門坎に根差している住民は
その地で生活を続けるしかない。石門坎の貧困問題を解決するためには、一時的な土木工事で
終わらせずに、観光開発を含めた産業振興策を推進する必要がある。こうした背景から、行政主導
の観光開発が進められるようになった。 
 
3.4 観光開発をめぐる議論 
2017 年 2 月に、共産党貴州省委員会の陳敏爾書記が石門坎を視察した。石門坎のインフラ整
備の成果を肯定的に評価した上で、8 ヶ月後の 2017 年 10 月１日、すなわち中国の国慶節に石門
坎を観光地として宣伝するための｢開幕式｣を開催することを決め、観光開発を本格的に進めるよう
                                                                    
159 半年間の変化を、家賃から見てみると次のようである。2016 年 8 月、筆者は石門坎の商店街の｢食全石美｣とい
う店舗を訪れた。店主の賈氏は中水出身で、出身地では農地を持ち、煙草や農産物を栽培している。石門坎の開
発工事に応じてきた労働者を商機と考えて、借り家で飲食店を開いた。約 200 平米の広さで、家賃は年間 7100 元
であった。毎月の売り上げは約 5000 元だが、材料費なども計算すると収入がよいとは言えない。契約を 1 年ごとで
結んでおり、家賃が高くなったら中水に戻るつもりだと言っていた。 
  半年後の 2017 年 2 月の調査時点では、商店街の家賃は明らかに急騰していた。ある回族の飲食店の店長への
インタビューによると、彼女は石門坎の観光開発の機運に乗ろうと料理人の兄弟を含めて家族 5 人で 2016 年 12 月
に花橋からやってきたという。店は 3 階建ての約 210 平米の広さで、家賃は 2017 年に年間 8000 元から 5 万元にな
った。春節のため、労働者がまだ石門坎に戻っていないが、前は結構多かったという。そのほか、教育局などの政
府部門の客もいた。（1 元≒17 円） 
160  林民へのインタビューより、2017 年 2 月 17 日(金)、石門郷政府にて 
161  楊志へのインタビューより、2017 年 2 月 15 日(水)、石門坎農家楽にて 
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に石門郷政府に指示した。結果からいうと、2017 年 7 月に陳書記は重慶市の書記に栄転し、後任
の貴州省の書記は石門坎の観光開発を引き継いで推進しなかったため、国慶節の開幕式は開催
されなかった。当時の石門郷政府はそうした政治的な変化を予測できるわけがなく、観光開発に急
速に取り組むようになった。 
石門郷政府が約 8 ヶ月以内に観光地としての石門坎を作り出すため、まずは石門坎をどのよう
な観光地にするかについての案が必要となった。それまでも、行政、建築会社と観光コンサルタン
ト会社などがそれぞれの観光計画を作ってきたが、2017 年 2 月以降多方面で意見のすり合わせを
行ない、実施可能な案を作ることが急務になった。 
 
3.4.1 郷政府の方針 
現在石門郷では、観光エリアになりうる地域内の私有地162に関しては｢土地流転｣、すなわち、石
門郷政府が所有者から土地を借りて、観光のために店舗や民宿を作ったり、観賞用の植物を栽培
したりする方針をとっている163。観光地の運営による収益は土地所有者である地元住民に分ける
予定である。 
観光開発の方針について、石門郷の行政側の責任者の林民は以下の 2 点を示した164。 
1 つ目は、工事の効率と質の両立である。2016 年から始めたインフラ整備の工事に関連して、建
設会社によってすでに問題が生じていた。石門坎で工事を行う一部の建設会社は自らを大手企
業だと自負し、郷政府の指示に従わないだけでなく、工事の質も非常に悪いと指摘されていた。そ
うした場合、郷政府は施工を強制的に止めさせることもあった。そのような経験も踏まえて、開幕式
前に完工することが不可欠だが165、施工の質を保障しなければならない。観光開発の工事を担う
建設会社は未だ決まっておらず、インフラ整備で起きた問題をこれからの観光開発で生じさせない
ためには、ほかの業者に請け負わせることも検討していた。 
2 つ目は、省の陳敏爾書記の指示を計画に反映することである。陳書記は石門坎への思い入れ
があって、視察に来た時は必ず遺跡をまわり、石門坎における宣教師の貢献やミャオ族の教育成
果について感懐を述べたという。2015 年から始まった行政主導の貧困撲滅は、石門坎においても
重要な転換点であり、記録にとどめる必要があると陳書記は考えていた。そして、石門坎を通して、
Pollard の貢献とともに、共産党の功績も後世に伝えるため、遺跡群のなかに｢党史博物館｣を設け、
今回の貧困撲滅の経過と成果を表す写真や看板などの展示が提案された。  
以上のことから、政府にとって観光開発は、石門坎の環境や文化を活かし、地域振興の成果を
アピールすることで政府の価値を高めることにつながる、というのはわかりやすい構図だが、実現は
簡単ではない。観光開発を進めるため、省政府の指示だけではなく、観光開発を担う地方政府の
職員、文化財保護局、観光コンサルタント会社や建設会社といったほかのアクターの参加が必要
である。次項では、朱心を中心に、地元政府職員が考えてきた石門坎の歴史的・文化的価値と観
光開発のあり方を紹介する。 
 
                                                                    
162 中国では土地の私有権が存在しないので、ここでは使用権を有している個人の土地の意味で使用し、その個
人を所有者と呼ぶ。 
163 年間 500 元/畝の価格で行なわれている（1 元≒17 円）。中国では、１畝≒666.67m2。 
164 林は共産党石門郷委員会の書記である。以下は、2017 年 2 月 17 日(金)に、筆者が参加した石門郷政府で開
かれた観光開発に関する小規模な検討会議での聞き取りによるものである。 
165 観光計画の提案には、大規模な観賞用植物の栽培が含まれていたが、それも 10 月の開幕式の際に満開にで
きるかが強調された。石門坎は高原の寒冷地域であり、適用できる観賞用植物の選定が難しい。また、大面積の植
物を栽培するには相当な人手と資金がかかる恐れもある。観賞用植物の選定について、2017 年 3 月の時点ではま
だ決められていなかった。 
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3.4.2 地元職員の躊躇  
ミャオ族の朱心は、今回の観光開発における郷政府の担当者であり、観光コンサルタント会社の
主要な交渉相手である166。早い段階から石門坎の観光開発に携わってきた朱心は、石門坎の何
が観光に値する資源かについて色々考えてきたという。最初の段階では、石門坎に視察にきた貴
州省の職員や専門家と同じように、外国の文化との接触によって一旦発展した石門坎を貴州の国
際的な広告塔として作り出そうと思っていた。 
そのような未来への憧憬がある一方で、朱心は石門坎の現状に懸念を持たざるをえないと述懐
した。まず、石門坎の遺跡群は何回もの崩壊と修復を経験したため、1 世紀前の景観とはかなり異
なっている。また、信徒にとっては信仰の聖地のように見られているが、現在の石門坎教会は、中
国のほかの農村地域の教会と区別がつかず167、さらに過剰な注目によって、支援への依存や資金
の使途の不透明さといった問題が生じている。20 世紀前半において大きな教育成果を収めたミャ
オ族は、現在、学力の最も低い少数民族になっている168。ミャオ族はミャオ語を話せるが、ミャオ文
字を読めるのは地元の一部の年配者に限られる。民族衣装は日常的にはほとんど着られなくなり、
ミャオ族の伝統的な祝祭日のイベントもあまり開催されなくなった。 
したがって、朱心は現在の石門坎には、20 世紀前半の輝かしかった石門坎を追憶したい、もしく
はミャオ族の文化を見学したい人に見せられるものがほとんどないと語った。そして、石門坎の現
状と宣伝されているイメージとの差が大きいため、石門坎の名声が高くなるほど、来訪者が多くなる
ほど、石門坎は人びとを失望させる｢がっかり名所｣になる恐れがある。こう考えるようになった朱心
は、石門坎が｢奇跡｣や｢聖地｣と宣伝されることに不安を感じ、石門坎を普通の中国農村として扱っ
てもらいたいと述べた。そもそも、｢石門坎には学者、信徒、活動家など誰かの期待に答える義務
はない｣からである。 
しかし、朱心は｢石門坎の文化はもう存在していない｣とつぶやく一方で、今回の石門坎の観光
開発は｢無の中に有を生ずる｣機会であり、自分たちの過去を再認識し、ミャオ族の主体奪還の好
機だとも考えている。さらに言えば、それは、宣教師の貢献に起因する 20 世紀前半の石門坎の輝
かしい過去におけるミャオ族先祖の努力の姿を通して、現在のミャオ族に自信を与えるという望み
でもある。 
以上のように、地元の政府職員で観光開発を担当する朱心は、何を石門坎の売りとして打ち出
すか、観光開発されたらどのような影響があるか、と色々悩んできた。朱心に比べ、遺跡の修復や
管理を担う貴州省の文化財管理所はすでに文化財として指定されたものの保護だけ行なうため、
次項で述べるように、仕事の内容はより事務的だと言える。 
 
3.4.3 文化財の保護 
文化財管理所は、これまで石門坎光華小学校を中心とする遺跡群の修復を担ってきた政府部
門の 1 つである。1990 年代初めから墓の修復で石門坎と関わりはじめた文化財管理所の趙志は、
                                                                    
166 朱心は威寧県の都心部の生まれ育ちだが、故郷は石門郷の年豊村である。先祖は石門坎の有名なミャオ族知
識人である。大学時代に、故郷の貧困問題に関心を持ち、石門郷の公務員試験を受けて採用された。石門坎の歴
史に興味を持って、自ら地元の年配者を訪問し多くの口述史を記録してきた。視察の役人の接待の仕事に携わっ
ている。 
  以下の内容は、2017 年 2 月 22 日に(水)石門郷政府で行なった、朱心へのインタビューによるものである。 
167 農村地域において、不幸な遭遇からの脱却、健康および富裕への望みはキリスト教徒になるきっかけだと言え
る。中国では、都市の教会は聖書の学習を重視する一方で、農村教会の活動は、賛美歌(The Chinese New 
Hymnal)と頌主聖歌(頌詠)を詠うこと、また、信徒の個人経験を分ちあうことが中心である。それに、都市の信徒の多
くは勤務時間が安定しているが、農村の信徒は季節によって農業で忙しくなる時期がある。そのため、教会の活動
に参加する人数は農作業の都合によって変化が大きい。 
168 周春へのインタビューより、2017 年 2 月 26 日(日)、石門縁旅館にて 
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政府の石門坎の遺跡の保護意識の変化に感嘆した。1990 年代は、石門坎の歴史的・文化的価値
を主張する人がかなり限られていた。地元住民だけでなく、郷政府も石門坎の遺跡を保護しようと
する意識は高くなかった169。しかし、石門坎が有名になるにしたがって、政府は石門坎の遺跡を省
の文化財に指定し、その保護に力を入れ始めた。特に 2017 年に入ると、貧困撲滅政策によるイン
フラ整備の工事の多さが遺跡の保護にとって大きな不安要素となったため、文化財への影響の確
認が毎日のように行なわれた。2017 年 10 月 1 日の石門坎の開幕式が迫るにつれて、石門坎の遺
跡をいかなる形で保護しさらに展示するかも議論になった170。ただし、文化財管理所の仕事は文
化財保護の計画を策定するまでであり、計画にそって遺跡の修復と再建を担うのはそれを専門と
する民間企業である171。 
 
図 7. 石門坎文化遺跡の観光路線図(出典：現地看板より筆者作成) 
 
石門坎の遺跡には何が含まれているのだろうか。既存の観光路線図(図 7 参照)に 22 ヶ所の観
光スポットが設けられているが、地震や文革による遺跡の破壊が大きい。例えば、図 7 の⑩女子生
徒の寮、⑪5 ポンドの小屋、⑫霊修室は、図 8 に示したように至近距離にあり、荒廃した現状にある。
22 ヶ所の観光スポットがあるとはいえ、遺跡群を全部見学するのには 1 時間もかからない。 
                                                                    
169 その点については 2017 年 2 月のフィールドワークでも垣間見えた。1995 年に、Pollard と Goldsworthy の墓が
威寧県の文化財に指定された一方、この 2 人の宣教師の墓の真裏およそ 2m のところには、1997 年 12 月に作られ
た私人の墓がある。墓の持ち主は近くに住んでいた邱氏で、キリスト教徒である。彼女は宣教師の墓のあたりは｢仙
地｣(仙人の土地、聖なる力が宿る土地)だと考えて、その隣に埋葬されることを望んだという。現在ではありえない
｢違法建築物｣だが、当時は阻止できなかったのである。2017 年春節後のフィールドワークで、邱氏の墓のまわりに
は爆竹の跡があったことから、地元の文化財保護の意識が高くないことがわかる。 
170 趙志へのインタビューより、2017 年 2 月 17 日(金)、石門坎文化遺跡群にて  
171 石門坎の文化財と関わってきたのは、B 社という文化財や古代建築専門の会社である。B 社は貴州省の多くの
古代建築物の修復工事と観光地化を担ってきた。2017 年 2 月 17 日に、B 会社の責任者が石門郷政府と文化財管
理所の趙志とともに石門坎の遺跡群を視察する際、筆者は随行した。その時の話によると、石門坎で行なわれた 4
回(1995 年、2007 年、2011 年，2017 年)の文化遺跡修復のうち、B 社は 2、3 回担当したという。B 社の責任者は、こ
れまで古代建築物の仕事に多く携わってきたため、石門坎の遺跡群修復にかなり自信を持っていた。遺跡の修復
だけではなく、景観の計画にも口を出している。B 社の責任者が遺跡群を視察したとき、主に遺跡群のエリアにおけ
る建物を民宿に改造する対象として選んだ上、エリア内の緑化についても林民に提案した。 
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         図 8. 石門坎の文化遺跡⑩、⑪、⑫の現状(出典：2016 年 8 月筆者撮影) 
 
このような遺跡が歴史的・文化的価値のあるものとして保護されるようになったが、それをどうやっ
て観光資源にするかという開発の具体案を提示するのは、観光業者だった。次節では、観光コン
サルタント会社による設計とそれに至るまでのプロセスについて述べる。 
 
4 観光業者の設計 
  
  今回石門坎の観光開発計画の立案を担ったのは、S 社という上海の観光コンサルタント会社で
ある。石門坎の観光計画がどのように決定されたかについて、立案者の陶佳辰にインタビューを行
なった172。 
 
4.１ 観光の売りと葛藤 
2016 年の視察では、陶佳辰は石門坎の遺跡の観光資源としての価値に懸念を示した。それは、
普通の観光客は娯楽を目的とすることが多数であり、ほとんど崩れ落ちている建物を見るためにわ
ざわざこれほどの山奥に来る人は限られているからである。郷政府も同じように、既存の文化財だ
けでなく、観光のための新しい景観や施設などが必要だと考えたという。したがって、石門坎の観
光は広域観光の一環としてデザインされた。威寧県の草海という有名な景区に行く観光客や昭通
の住民が、将来石門坎の主要な観光客になるものと考えられており、周辺地域の観光資源を有効
に活かすことが必要になる。言い換えれば、石門坎の観光の将来は、威寧県ないし雲南省の観光
産業との連携にあり、より広域の観光ネットワーク作りが重要である。 
しかし、そのようなネットワークの計画・建設・運営を包括的に考えれば、それが上手く機能する
までには時間がかかる。石門坎が観光地としてうまくいくかどうかは、政府が長期的に補助するかど
うかにかかっている。こうした状態を陶佳辰は、｢石門坎の特別なところは、観光地として成功しにく
いにもかかわらず、観光開発すること｣だと述べている。 
計画に最も時間をかけたのは｢切り口｣探しだった。すなわち、遺跡だけでなく、石門坎という地
域の何を売りとするかという問題である。それについて、石門坎をキリスト教の聖地として打ち出す
ことや、歴史的な雰囲気を失わせないために現状維持することなど、様々な提案があった。しかし、
その多くは｢あまりにも生産性のない意見｣だと社内会議で否定された。キリスト教聖地の案が否定
されたのは、宗教問題を慎重に取り扱う必要性が社内で指摘されたからである。仮に省政府の指
                                                                    
172 以下は、陶佳辰へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門坎のレストランにて 
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示がなくても、後から高官の一言で計画変更を迫られることがしばしばあるため、発注者である政
府に配慮しなければならない。また、そもそも中国では宗教を介して人びとを扇動する者が存在す
ることから、キリスト教を過度に扱わないほうが無難である、すなわち「脱宗教化」するという結論に
なった。 
ところで、政府は単なる発注者や権力者ではなく、協力者になる時もある。計画を立てる際に、
経験のある会社であっても、特定の地域の文化に詳しいとは限らない。そのため、より現地のことを
知っている郷政府との情報交換と共有が重要である。地元の歴史や文化に詳しい郷政府職員は
非常に助けになり、前述の朱心はまさにそのような存在だと陶佳辰は述べた。朱心が郷政府の代
表として、観光の計画について陶佳辰と交渉していた時に、ミャオ族に関する祝日や図案につい
て様々なアイディアや意見を出してくれたことはとてもありがたかったと話した。 
政府高官の異なる指示によって、前の工事でできた道路や建物を壊し、新しい指示に従ったも
のを建てなければならないこともあるため、工事の重複による浪費が多かった173。観光開発の企画
立案とその実現の難しさは明らかである一方で、地域の観光のあり方に対して、S 社自らのこだわり
がないわけではない。観光計画を設計する立場から、陶佳辰は以下のように述懐した。 
 
｢設計の仕事に長年携わって、色々なケースを見たりあるいは取り扱ったりしてきました。正
直に言って、心がすでに冷たくなったかもしれませんね。政府と雇用関係で仕事をしていま
すし、会社と自分の利益を考えるのは当然です。しかし、やはりね、設計という仕事を通して、
現地の人びとのために何かをやってあげたい気持ちがあります。彼らに何らかの恩恵を与え
ようとするわけではないですが、我々の設計のせいで地域を化け物のように見られないよう
に、できるだけ悪いことをしないことでしょうね｣。 
 
また、観光開発において、補助金の浪費や政府の関与がありながらも、観光を通して実現できる
ものがあるはずだと陶佳辰は主張する。 
 
｢地方の経済が発展できなければ、自分自身に対する自信を持つことができないでしょう。
(中略)観光開発の意義は、それを機に、子供たちが 1 人でもいいから外の世界を知り、そこ
へ踏み出そうとすれば、それで十分です。逆に、観光開発せずに、自分の世界に閉じ込も
ることは何の意味もないです｣。  
 
  以上のように、経済が成長することで地元住民、特に子供たちにとってわずかでも良いところが
あれば、観光開発の価値があると陶佳辰は考えている。 
 
4.2 「ミャオ文明」への定着 
政府との交渉を積み重ねた結果、S 社が提案した｢ミャオ文明｣というミャオ族の民族文化を中心
とする観光開発案が政府によって採用された。 
｢ミャオ文明｣にした理由は、まず観光開発における文化的記号の可視化の可能性が挙げられる。
具体的に言うと、｢ミャオ文明｣にすることで、ミャオ文字を文化要素として、ミャオ文字公園やミャオ
文字ラビリンス(迷宮)など関連施設の設計をすることができる。また、｢ミャオ文化｣という呼び方より、
                                                                    
173 ただし、｢同じ場所で建てたり、取り壊したりする｣のは、全国で共通した現象であり、石門坎だけの問題ではな
い。石門坎では、高官の異なる指示による無駄が多いが、中国の他の地域においてはその年にあまり補助金を使
わなければ、次年度の補助金が減額される。そのため、地方政府は建築の工事やプロジェクトを積極的に申請する
ことになる。それが同じ場所で繰り返して施工する原因の 1 つだと陶佳辰は指摘した。 
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｢ミャオ文明｣のほうが包括的だと考えられた。すなわち、｢ミャオ文明｣は、伝統的な民族文化だけ
でなく、石門坎ミャオ族を主体とする教育による文明化という 20 世紀の教育成果も含まれているこ
とを意味している。かつて教育で有名になった石門坎の現在の子供たちが、観光に訪れる外から
の人びとと接してより広い世界を見つけて欲しいという願いから、石門坎光華小学校周辺に図書館
や博物館を建設することも計画された。 
しかし、石門坎の過去に登場した多くのアクターのなかで、なぜミャオ族だけに絞ったのか。朱
心はミャオ族という括りはほかの括りとの｢相性の良さ｣があって、どこからも責められないからだと説
明した。すなわち、ミャオ族の中には、信徒、知識人や共産党党員といった様々なアクターがいる
ため、ミャオ族を石門坎の光栄ある過去の主体として位置づけることはあまり非難されないからであ
る。 
もう 1 つ重要な背景は、少数民族文化を発揚し、多文化主義や多民族共生を主張することは、
中国における少数民族地域の観光開発の主流だという点である。ミャオ族を主体とすることは、政
治的にも差し障りがなく、開発の対象として扱いやすい。したがって、石門坎の発展はミャオ族の自
助努力のみの結果ではなく、宣教師の貢献や漢族知識人の多大な協力があったことに思いを寄
せながらも、｢現在の石門坎を発展させようとするには、輝かしい歴史の主体をミャオ族に定めるの
が最も適切｣だと朱心は語った。 
 
 
図 9. 石門坎観光景区設計(出典：S 社の資料より) 
 
観光開発のテーマが｢ミャオ文明｣に定まったことで、具体的な計画が相次いで作成された。図 9
は、2017 年 2 月に出来上がった開発計画案の一部である。設計された 23 ヶ所の観光施設や観光
スポットの中で、表 3 の【赤 02】近代遺跡園内の遺跡、【赤 04】老樹、【紫 02】松林のような既存の物
以外は、すべて新たに建設される予定である。観光地として作り上げられる石門坎は、現在の景観
とはかなり異なるものになることが考えられる。 
エリアごとの設計では、石門坎の観光ポイントは飲食、土産物や演出によるミャオ族の民俗・文
化体験が中心となっている(表 3、図 10 参照)。また、既述したような、｢党史博物館｣という陳敏爾書
記の提言にしたがって、石門坎で貧困撲滅の成果を示する部分を設ける予定である。一方で、キリ
スト教という宗教的な要素が薄められている。図 7 に比べると、かつて観光スポットとして挙げられた
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①石門坎教会、②宣教師の墓は新しい開発計画の対象になっていないことが明らかである174。 
 
 
 
一方で、観光開発がどれほど細かく計画されたとしても、実施する段階においては、参画する企
業や団体が計画段階と異なるため、設計と実際の出来上がりの差が出てくる。また、中国では、S
社をはじめとする多数の設計会社は上海や北京などの大都市に事務所を構えているため、地域
振興を目指す観光開発の対象地から遠く離れている場合が多い。そのため、観光コンサルタント
会社は施工を監督することができない。施工の質や進捗を検定する仕事を現地の建設会社に任
せることになる。したがって、設計図に示された理念が計画通りに具現化できず、大きなズレが生ま
れることが多い175。観光地としての石門坎は一体どのような様子に生まれ変わっていくのであろうか。
観光資源化は今も続いている。 
  
                                                                    
174 石門坎教会の責任者は、石門郷の開発から教会だけが外されたことに不満をもらしていた。一方で、郷政府職
員の朱心は、石門坎教会がいつも政府と関わりたくないと言っているので、今回はその願いに応えたのだと冗談半
分で語った。Pollard を中心に【紫 04】 Pollard 記念公園が設計されたものの、実施される可能性が低いという。 
  呉従国へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門坎教会にて 
  朱心へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日に(水)、石門郷政府にて 
175 陶佳辰へのインタビューより、2017 年 2 月 22 日(水)、石門坎のレストランにて 
エリア 施設・観光スポット 
総合サービス 
【黄 01】バスステーション  【黄 02】 駐車場    【黄 03】 迎賓広場 
【黄 04】 観光客サービスセンター      【黄 05】 観覧者ステーション 
ミャオ族の伝 
統文化体験 
【青 01】 石門坎景区入り口   【青 02】 ミャオ族文化景観歩道 
【青 03】 ミャオ族九黎広場   【青 04】 はね橋    【青 05】 柵子門   
【青 06】 古い駅路 
近代文化・遺
跡の展示 
【赤 01】 遺跡文化彫刻園     【赤 02】 ミャオ文字図書館 
【赤 02】 近代遺跡園         【赤 04】 老樹 
民俗伝承発展 
【紫 01】 民俗商店街    【紫 02】 松林    【紫 03】 民俗文化園 
【紫 04】 Pollard 記念公園   【紫 05】 煙草産業展望台  
【紫 06】 山体運動公園 
風貌協調改造 【緑 01】 石門郷景観大通り      【緑 02】 石門坎民俗村落 
図 10.  【青 03】ミャオ族九黎広場の観光設計案の一部(出典：S 社の資料より) 
表 3. 図 9 の各観光エリアの施設・観光スポット(出典：S 社の資料より筆者作成) 
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終章 石門坎からみる資源化のプロセス 
 
20 世紀におけるキリスト教と関わる石門坎の過去は、時に誇るべき教育の神話と見られ、時に弾
圧・警戒される原因とされ、時に観光資源として捉えられ、石門坎という土地で生きている人びとに
異なる影響をもたらしてきた。本論文は、そのような時々に起きた出来事と諸アクターの行動から石
門坎の歴史や文化の資源化を整理した。それらは石門坎の資源化プロセスの全てとは言えないが、
文献調査及びフィールドワークにおける民間や政府の人びとの断片的でありながら感情の入り混じ
った語りによって、おおよそ主なアクターが石門坎の歴史をどのように捉えてどう行動してきたのか、
アクターが互いにどのように影響しあったかを分析することができた。これらをふまえた上で、本章
では本論文の結論と考察を述べる。 
 
1 相互作用による資源化の流れ 
 
  本論文の問いは、なぜ行政主導の観光開発がキリスト教で警戒されてきた石門坎で進められる
ようになったのかである。先行研究からその理由は政府が石門坎の歴史を｢脱宗教化｣したからで
はないかと仮説を立てた。 
  確かに、進行中の観光開発において、学者、在野の知識人、キリスト教徒や地元住民などといっ
た民間アクターは一見従属的な立場に置かれているようにみえ、石門坎の歴史的・文化的価値の
再解釈は行政主導で行なわれている。観光開発を政府にとって受入れやすくするため、キリスト教
の要素を切り捨るという｢脱宗教化｣の動きが見られたことは確かである。しかし、現在の観光開発に
至るまで、約 40 年間の長いプロセスがあり、｢脱宗教化｣という石門坎の歴史や文化を資源化して
いく 1 つの動きだけでは、石門坎で観光開発が行なわれている理由を説明できない(図 11 参照)。
そもそも、政府が石門坎の歴史的・文化的価値に注目したからこそ、石門坎は開発対象に選ばれ
たのである。それを促したのは、民間の諸アクターの働きかけだった。 
 
 
   
 
  改革開放以降、キリスト教信仰の自由が再び認められるようになったが、政府はキリスト教の影響
拡大への懸念から依然として石門坎を政治的にセンシティブな場所として警戒している。しかし、
石門坎の波瀾万丈の歴史に惹かれたり、信仰や教育の点で 100 年前と現在とがあまりに違うことに
心を震わせたりした様々な民間アクターは、政府と対峙しながらも自分たちなりの働きかけを続け
ている。1980 年代から、知識人が書いた書籍、ミャオ族自らの語り、NGO と地元住民によって設け
られた交流・発信の場、活動家やキリスト教徒の活躍などによって、石門坎の価値が発掘され知名
度が高められたことで、政府は石門坎の歴史的・文化的価値を認めるようになった。そうしたプロセ
スを経た上で、政府は貧困撲滅政策をきっかけに観光開発を本格的に進めるようになった。その
途上で、行政側と観光業者の交渉の積み重ねた結果として、石門坎の歴史や文化における宗教
的要素を取り除き、ミャオ文明や党による貧困削減の成果という新たな意義を付与したのである。 
  したがって、｢脱宗教化｣は、あくまでこのプロセスで現れた 1 つの働きかけに過ぎない。行政主
民間諸アクターによる注
目・宣伝・地域振興 
 
1980 年代末から 
政府による評価・
宣伝・支援 
2000 年代半ば 
行政主導の 
観光開発 
2016 年 
｢党史博物館｣ 
｢ミャオ文明｣ 
｢脱宗教化｣ 
   ： 
 
計画案 
図 11. 石門坎の歴史・文化の資源化(出典:筆者作成) 
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導の観光開発において、知識人や地元住民などの姿が見かけ上は後背に退いた感があるにして
も、民間による異なる働きかけは石門坎の観光資源化プロセスの重要な土台になっていると考える
べきである。 
他方で、貧困撲滅政策の実施によって石門坎の道路や宿泊施設が改善されたため、キリスト教
徒を含む民間人の交流・往来がより頻繁になっている。観光スポットに指定されなかったからといっ
て、そうした動きがなくなるとは考えにくい。むしろ、自らの意思で働きかけてきたキリスト教徒や活
動家などの民間人の動きは一層活発化する可能性があるのではないか。少なくとも、行政主導の
観光開発の「脱宗教化」によって、石門坎で民間の多様なアクターが発掘し作り上げてきた宗教信
仰を含む歴史や文化の価値がかき消されるわけではない。 
 
2 プロセスへの考察  
 
  本論文は、未だ観光地として確立されていない石門坎を取り上げ、20 世紀初めからの石門坎の
歴史、改革開放からの 40 年間の出来事や観光開発の最中の議論に注目してきた。本節では、そ
うした資源化プロセスについて考察する。 
 
2.1 中国における政治的なスペース 
  石門坎は政治的なセンシティビティを抱えている地域ではあるが、フィールドワークで政府関係
者の協力を得られ、聞き取り調査を行なうことができた。その結果、観光資源化における政府の影
響力について、先行研究では重要視されていなかった 2 つの側面を浮き彫りにできたと考える。 
1 つ目は、政府は必ずしも独断で行動するのでなく、ほかのアクターの動きに反応しながら動い
ている点である。石門坎の観光開発は行政主導で進められているように見えるが、第 3 章で述べた
資源化プロセスから見ると、政府は必ずしも一方的に影響力を行使しているとは限らない。キリスト
教を警戒しているものの、政府は国際的な影響への配慮で墓を修復し、それを文化財に指定した。
民間の活動を後押しするように石門坎の価値を肯定的に評価して宣伝に力を入れ、宣教師の子
孫も積極的に接待するようになった。行政側の対応は来訪者の言動によって変わるのである。そこ
には政府と民間アクターとの相互作用が見出せる。 
2つ目は、政策の実施が、時間の流れ、政府のレベル、解釈の主体によって必ずしも一貫しない
可能性である。貴州省の陳書記が重慶市の書記に栄転したことで、2017 年の国慶節に行なわれ
る予定だった開幕式が開催されなかったことはその典型である。また、政府は中央・省・県・郷とい
った重層的な構造のため、中央政府による政策や指示が異なる行政レベルに伝達されていくプロ
セスにおいて変化する。2017 年 2 月になって、石門坎の宗教的要素が観光開発計画から取り除か
れたのは確かだが、少なくともフィールドワークで入手した資料と情報から判断する限り、省政府の
高官は石門坎の｢脱宗教化｣を直接指示したわけではなかった。観光開発の方向を｢脱宗教化｣に
傾けさせたのは、むしろ政治的な配慮が暗に求められる S 社や県・郷政府だったと言える。一方で、
その変化がなぜ、どのように生じたのかは、開発の結果からだけでは見えにくい。 
多くの中国の観光開発に関する先行研究は、政府の圧倒的な影響力によって地元の伝統や文
化を歪めることがある点を批判的に論じている［陶 2010、塚田 2016］。しかし、石門坎の観光資
源化プロセスを見る限りは、政府は必ずしも絶対的な影響力を行使しているわけではない。政府の
受動的、もしくは民間アクターの働きかけへの反作用としての動き、政治のリーダーシップや重層
的な構造など、観光とは直接関わりのない要素が行政主導に見える観光開発のプロセスに影響を
与えていると言える。 
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2.2 途中の知的営みに目を向ける 
  資源化は、時代や個人によって、異なる形、語り、生活様式に価値を見出したり、意義を与えた
りすることで、｢あるもの｣を有用なものにすることだと言える。序章で述べたように、資源化における
アクターとその働きかけの対象・仕方を明らかにするため、森山[2007]は、①誰が、②誰の｢文化｣
を、③誰の｢文化｣として、④誰をめがけて資源化するのか、という｢4 つの誰｣の問いかけを示した
[森山 2007:82-83]。それをもとに、石門坎の歴史や文化の資源化に関わるアクターの働きかけを
整理することができる。ここでは、すべてのアクターや資源化の対象を網羅しないが、表 4 のように
20 世紀前半の石門坎の教育・宗教面での出来事に対する 7 つのアクターによる価値の捉え方の
多様性を概観できよう。 
 
 
誰が 何を 何として 何のために 
学者 
20世紀前半
の石門坎の
出来事 
研究対象に値する材料 
少数民族地域における教育・貧困
問題の解決の方策を見つける 
NGO 
大花ミャオが社会に知ら
れる機会 
他者による少数民族の文化や慣習
への理解を促す 
山深い貧困地域におけ
る地域振興の成功例 
援助のあり方と現地民による自助努
力の可能性を示す 
民間活動家 教育や信仰の重要性を主張する 
キリスト教徒 
キリスト教の宣教師と信
徒の宗教心による社会
変容の奇跡 
キリスト教の素晴らしさを確信し、信
徒としての誇りを保つ 
ミャオ族 
自らの特有な記憶 自民族への誇りを確保する 
ミャオ族の先祖の努力に
よる栄光の歴史 
現在再び社会的・経済的弱者にな
った自民族の自尊心を激励する 
地元住民 商機をもたらす地域要素 個人や家族の生活状況を改善する 
行政側 ミャオ族の｢文明史｣ 
貧困状況を改善し、政府の優越性
を宣伝する 
 
  しかし、｢あるもの｣に対する捉え方は時期によって大きく変わっていく。政府は石門坎を｢抹殺｣し
ていたが、今になって観光開発の対象として捉えるようになった。一方で、本当に行政主導の観光
開発が進められるかどうかは陳書記の後任にかかっているとも言える。仮に観光開発が進められな
かった場合は、政府職員や S 社の社員による観光地化を進めるための工夫、民族や教育の振興
への期待を込めた観光案及び計画のプロセスにおいて見出され・付与された価値は無声のままに
記憶の奥底に埋没されていくかもしれない。 
  また、資源化は創意工夫による｢あるもの｣の価値の生産だけではない。石門坎の事例は、｢ある
もの｣が 1 つの価値判断で資源化される一方で、それに対するほかの捉え方が切り捨てられる、と
いう資源化による価値の画一化を示した。行政主導の例で見ると、仮に石門坎の観光開発が現段
階での計画通り｢ミャオ文明｣をテーマとして進められ、将来の石門坎が｢ミャオ文明｣を売りにして有
名になればなるほど、表 4 に載せた地元住民や活動家などといったほかのアクターによる異なる捉
え方は人びとから目を向けられなくなる恐れがある。 
  他方で、価値の画一化は必ずしも政府というアクターの働きかけによるものと限らない。第 3 章で
表 4．  各アクターによる石門坎の歴史・文化の資源化（出典：筆者作成） 
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詳述したように、「あるもの」を誰かにとって有用なものにするための価値の再解釈や「誤解の黙認」
は、政府以外の民間アクターによっても行なわれてきた（表 4 参照）。記憶を想起し過去を再編する
「歴史の語り手」、一旦消え去った絆を築き直そうとした卒業生、キリスト教信仰の現状を捨象しな
がら石門坎の「聖地イメージ」を作り上げた信徒、それぞれのアクターが石門坎の歴史や文化の資
源化を担ってきた。そのような時々に優勢に立ったアクターの働きかけによって、石門坎の価値が
創造され取捨選択されている。こうした「価値の浮沈」のプロセスを通して、「政府・民間」や「強者・
弱者」という対抗関係だけでは捉えられにくいアクター間の相互作用と資源化のあり方の多様性を
理解することができる。 
  「あるもの」の価値はその時々のアクターの働きかけによって絶えず浮沈していく。別の見方をす
れば、1 つの地域であれ、1 つの文化であれ、すでに資源化された｢あるもの｣にはその時認識され
ている以上に多様な捉え方と働きかけが存在した可能性がある。｢あるもの｣はなぜ今のように捉え
られるようになったのか、その潜在的な価値とは何か。それを知るためには、資源化された結果か
らだけでなく、｢あるもの｣の価値が創られたり、無視されたり、あるいは選択的に再評価されたりす
る資源化プロセスに目を向ける必要がある。また、一度見出された価値がほかの働きかけによって
再び消え去る可能性もある。「現在進行形」の資源化において、資源化の結果がある程度明らかに
なってからでは見えにくくなってしまう人びとのアイディアや知の営みを記録しておくことは、後に
｢あるもの｣を深く理解するための素材を残すことになると考えられる。 
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石門郷
年豊村 
20 世紀前半の石門坎のミャオ族医学博
士の呉性純の孫 
ミャオ族著名
人の子孫 
楊華明 60 代 ミャオ族 
石門郷
栄和村 
20 世紀前半のミャオ族知識人楊栄新の
息子。石門坎で歴史博物館を開き、ミャ
オ文字の研究をしている 
ミャオ族著名
人の子孫 
朱玉芳 60 代 
ミャオ族・キ
リスト教 
雲南省
昆明市 
陶紹虎の妻。石門坎民族中学校の創始
者の朱煥章の娘 
イ族土目の子
孫 
安後西 30 代 イ族 
雲南省
昆明市 
20 世紀初めの威寧のイ族土目の子孫 
NGO スタッフ 李爽 40 代 漢族 
貴州省
貴陽市 
石門坎の相関ウェブサイトの管理者 
NGO スタッフ 何雲 40 代 漢族 威寧県 OXFAM・香港のスタッフ 
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謝辞 意義を教えてくれた人びとへ 
   
「私にとっての石門坎は、故郷というよりは遠方であり、1 つの地名というよりは 1 つの歴史だ。
石門坎の大人物、小人物、大事件、小事件が寄り集まって、石門坎の歴史の高鳴りとなった。
まるで洪水のように。わたしは、ただその流れの中の取るに足らないほど微々たるものだ。だか
ら、妹、あなたの書きたいものを書こうね。わたしのキャリアに期待がないので、恐れるべき面
倒なことなんて、ないよ」。 
 
2018 年 1 月 3 日、石門坎の政治的なセンシティビティを懸念して、インタビューの引用を最後ま
で躊躇っていた私に、朱心さんはそのようなメッセージを送ってくれました。久しぶりに、彼の冷め
たような暖かい心に泣いてしまいました。1 年前のフィールドワークで、石門坎の重い歴史と今への
無力感にふさぎ込んだ私を助けてくれたのは、朱心さんの石門坎への深い愛情でした。とりあえず
石門坎が大好きな彼のような「小人物」のためにできることをやろうという気持ちは、この論文を書く
最初の動機となったかもしれません。一方で、石門坎の人びとに、流転していく山、雪、光、風に教
えられたものは、私が恩返ししきれないほどのものでした。心より感謝申し上げます。 
論文を書くことの意義を体験させてくれたのは、2 年間の以下のような言葉の連続でした。 
「この文を書く必要があるの？」「問いは？」「その段落の意味がよくわからない」「眠くなった…」
「『研究対象』に愛がなければ早めにやめたほうがいい。」「その言葉、難しすぎる」「へえ、興味深
いね」「これって、つながってないじゃん？」「驚いたか？あんたホンートに幼いな」「どこが面白い
の？」「この文法が間違っている」「長すぎる」「おっ、いいかも」、等々。法政大学に入学し、不器用
な私を優しく厳しく伴走してくれる方々に恵まれて、論文を書けたのは本当に贅沢なことでした。 
最初は漠然としたテーマでしかなかった私の悩みを「忍耐強く」聞き続け、穏やかに対応してい
ただいた曽士才先生。いつも「叩き愛」をしていただき、私をより大きな知の世界に導いてくださっ
た松本悟先生。ありのままの私を受け入れ、共に支え合い成長してきた松本ゼミの皆さん。直接ご
指摘いただいた先生方。優れた書籍や論文を残してくださった研究者の方々。お世話になりまし
た。本当にありがとうございます。 
最後は私の幸福のもとである家族へ。いつも私を信じて、「放任主義」を貫いてくださり、本当に
ありがとうございました。 
 
